
2

母子の健康月間

月信
ガバナー

2023-2024年度 RI会長メッセージ
2023-2024年度 第2630地区ガバナーメッセージ
ガバナー退任の挨拶 2022-2023年度 高橋伸治ガバナー
高橋伸治ガバナーへの感謝　篠原一行ガバナー謝辞
ガバナー補佐 就任挨拶
第2630地区　役員・委員会組織図
2023-2024年度　行事予定表（上半期）
第2630地区　クラブ一覧表（三重）
第2630地区　クラブ一覧表（岐阜）
活動事業報告
新年度までの歩み
ガバナー事務所だより
第2630地区　会員数報告
第2630地区　会員動静報告

Rotary International District 2630  2023-2024

国際ロータリー 第2630地区 2023-2024年度 ガバナー 篠原　一行　

�
vol.1GOVERNOR’S MONTHLY LETTER

���������

第2630地区の
Facebookは
こちらから。
（登録が必要です）

第2630地区のHPは
スマートフォンでも
ご覧いただけます。

Contents



2023-24年度テーマ 「世界に希望を生み出そう」

ゴードン R. マッキナリー
2023-24年度RI会長

(スコットランドサウス・クイーンズフェリーRC)

 

　エディンバラの王立高校とダンディー大学で学び、口腔外科の大学院学位を取得。2016年までエディンバラで
自身の歯科医院を経営。英国小児歯科学協会のスコットランド東部支部会長を務めたほか、さまざまな教育的役
職を歴任。また、長老会のリーダー、クイーンズフェリー教区会衆派教会理事会の会長、スコットランド国教会総
会のコミッショナーも務めた。
　1984年、26歳でロータリーに入会。South Queensferry（サウス・クイーンズフェリー）ロータリークラブに
所属し、グレートブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー（RIBI）の会長と副会長、RIの理事と委員会メン
バー（2022年ヒューストン国際大会委員会アドバイザー、運営審査委員長など）を務めた。
　新しいロータリークラブやグループを築くために会員と協力できるのを楽しみにしており、「私のビジョンは、ロー
タリーの仲間になりたいと思うすべての人、世界でよいことをしたいと願うすべての人が、それぞれに合った方法で
どこででも参加できるロータリーとなること」と話す。
　英国を拠点とする非営利団体「ホープ・アンド・ホーム・フォー・チルドレン」の後援者であり、同団体と RIBIと
のパートナーシップを先導して、ルワンダ大虐殺によって孤児となった子どもたちを支援。開発途上国の人びとや
家族、ビジネスに持続可能な人道支援を提供する Grantham Kestevenロータリークラブ（英国リンカンシャー）
のイニシアチブ「Trade-A id」も後援しているほか、国立の精神保健機関である Bipo lar  UKのアンバサダーを
務めている。
　趣味はラグビー、グルメとワイン、スコットランドの伝統的な杖づくり。
　ロータリー財団は「ロータリーの奉仕を動かす燃料」であるとし、妻ヘザーさん（ロータリアン）とともにポール・
ハリス・フェロー、メジャードナー、ロータリー財団のベネファクター、遺贈友の会会員となっている。孫娘たち（アイ
ビーさん、フロレンスさん）が幸せに暮らせるより良い世界をつくるために、会長として全力を捧げたいと考えている。
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　ロータリー会員として今ほど素晴らしいときは
ないでしょう。私たちはロータリーで素晴らしく歴
史的な 年度の真っただ中にいます。正直なところ、
この年度を早く終わらせたいと思う人はいないで
しょう。
 
　ですから、終わらせるのではなく、新しいはじま
りを作りだそうではありませんか。年度の扉を閉め
るのではなく、次年度への橋を築こうではありませ
んか。なぜなら、川が流れているなら、それを渡る方
法があればありがたいからです。 

　私はかつて毎日、エディンバラにある私の歯科医
院に車で通勤し、フォース川にかかるいくつかの有
名な橋を通りすぎるときに、その例を目にしていま
した。これらの橋をご存知の方もおられると思いま
すが、これらは見事なエンジニアリングの象徴です。 

　フォース鉄道橋は、1890 年に開通しました。 
フォース道路橋は 1964 年、最近ではクイーンズ

2023-24年度テーマ講演

　私たちは、絶妙なタイミングでリーダーシップ
の手綱を渡されました。今は歴史的なときであり、
ロータリーが世界の注目を集め、現在の期待をはる
かに超えた可能性への道を示す機会が訪れていま
す。しかし、私たちの最も優れた仕事のいくつか
は、ほかの人たちの継続的な取り組みをサポート
することであるかもしれません。ジョーンズ会長
とほかのロータリーリーダーたちが始めたことを
土台として、今後さらに大きな成果が成し遂げら
れるようにしていきましょう。これからの私の仕
事、そしてすべてのロータリーリーダーの仕事の
多くにおいては、継続が重要となります。 

　継続とは、以前のリーダーたちのよいアイデア
を前進させることを意味します。
 
　私たちは詩人マヤ・アンジェロウの次の言葉か
らインスピレーションを得るべきです。
「続けましょう／自分らしくあるために／思いや
りある行いで／不親切な世界をあっと言わせるた
めに」 

　過去数年間、ローターアクトに力を与えると約
束し、それを実行してきたロータリー会長たちの
継続へのコミットメントを、私たちは目にしてき
ました。その結果は驚くべきものです。ローター
アクターたちは引き続き、ロータリーで全面的な
パートナーとなるだけでなく、リーダーとなるこ
とへの熱意を示すことで、私たちを勇気づけてい
ます。ロータリークラブとローターアクトクラブ
が互いに協力し、支えあう新しい方法を見つけ続
けられるかどうかは、私たちにかかっています。
 
　継続のもう一つの優れた例に、女児のエンパワ
メントがあります。ジョーンズ会長は、メータ会
長のプログラムを継続することでこの素晴らしい模
範を示しました。この取り組みは、多くの点でロー
タリーが長年積み重ねてきたものであり、メータ会
長がそれに名をつけて拡大させたのです。私の孫娘
アイビーとフローレンスのように、世界中の少女が
強く、十分な能力を身につけた女性へと成長できる
よう支援するために、私はこれらの会長の仕事を引
き継いでいくことを明確にしました。
 
　私はまた、すべての行いにおいて多様性、公平さ、
インクルージョンを促進するためにロータリーが
遂げてきたすべての進歩を全面的にサポートした
いと考えています。会員数は非常に重要ですが、
DEI を全面的にサポートすることは、単に会員数
を増やすことを意味するわけではありません。

　DEI の最も重要な側面は、ロータリーを、どこ
からであれ最高の人材、最高のアイデア、最高の
パートナーシップを受け入れるオープンでインク
ルーシブな組織にすることです。人びとがロータ
リーを見たとき、そこに自分自身を見ることがで
きる必要があります。そうなることができるかど
うかは、私たち次第です。
 
　継続にはほかにも二つの側面があり、それらは
皆さんの活動にとって極めて重要となります。一
つ目は、ポリオです。ポリオの根絶が依然として
ロータリーの最優先事項であることはご存知だと
思います。「ポリオのない世界」という夢を追い
続け、多くのことを成し遂げてきたこの 35 年間
を、私たちは誇りとすることができます。
 
　根絶の実現にどれだけ近づいているか、ビル＆
メリンダ・ゲイツ財団からの上乗せを全額得るた
めに最低 5,000 万ドルを集めることがいかに重
要であるかを毎年繰り返し言われたら、疲れるの
も無理もないと承知しています。今、私たちに必
要なのは、さらなる挑戦かもしれません。現在、
ポリオ根絶キャンペーンに寄付しているロータリ
ー会員は約 12 人に 1 人に過ぎず、毎年寄付して
いるクラブも 5 分の 1 を下回っています。
 
　最近、世界の主要都市でポリオが発生したこと
で、この恐ろしい病の根絶に再び注目が集まって
います。根絶が実現した暁には、ロータリーは大
きな歴史的称賛を受けるに値します。 

　ですから、各年度に何をすべきかではなく、そ
れを超えて考え、できるだけ早く実現するために
必要なあらゆるリソースを私たちが提供すべき時
が来ています。新たな緊急感を生み出し、世界の
子どもを脅かす流行がさらに発生する前にポリオ
を根絶できるという希望を生み出すために、皆さ
んの力が必要です。ロータリーの夢を現実のもの
とするために、皆さんの力が必要です。
 

　ポリオワクチンの開発者であるジョナス・ソー
ク博士の次の賢明な言葉に、耳を傾ける必要があ
ります：「希望は、夢を現実にしたいと強く願う
人たちの夢、創造力、そして勇気の中にありま
す」。この言葉は、私たちのすべての活動にとっ
て意味があり、ロータリー行動計画のあらゆる
側面に当てはまります。この行動計画は、希望を
生み出し、変化に必要な知識と勇気をロータリー
会員に与えるものです。これを成し遂げるには、

本当の安らぎは訪れないことは明らかです。同じこ
とが、イエメン、アフガニスタン、シリア、そして
世界のほかの数十の紛争地域にも当てはまります。

　平和とは、希望が根づくための土壌です。
 
　人びとの間に新しいつながりを築き、共通点を
求めて新しい機会を見つけるたびに、この土壌が
耕されます。これからの 1 年間、私たちはバーチ
ャルな国際交流を導入します。これについては、
今週後半にお知らせします。
 
　ロータリーでは、平和は受動的な夢ではなく、
懸命な活動、築かれた信頼、そしてしばしば難し
い対話の結果として生まれるものです。平和は粘
り強く、勇敢に実践しなければなりません。人類
が立てることのできる最も勇敢な目標は、平和の
追求です。ロータリーでは、すべての重点分野に
わたる全活動が、希望を築く一助となり、それに
よって平和と償いが可能となります。
 
　2006 年、私はタイのバーン・タリングチャン
村を訪れました。そこでは、2004 年末の津波の
後で、ロータリー会員が新しい家や集会場、保育
所、医療施設の建設にあたっていました。そこで、
ある女性が私に近寄ってきました。悲劇に直面し
た彼女は、やつれた様子でした。その女性は、私
に美しい貝殻をくれました。
 
　この貝殻は彼女が 30 年以上持ち続けていたも
のだと言います。数少ない所持品の一つだったこ
の貝殻を受け取ることを、最初はためらいました。
しかし彼女は、ロータリーがしてくれたことへの
感謝のしるしとして受け取ってほしいと言い張り
ました。後日、私は再びその女性に会い、彼女が
津波で夫、娘、息子を失ったことを知りました。
津波がすべてを奪ったのです。家族、家、生計を
失い、そして何よりも、生き続ける希望と理由を
失いました。しかし彼女は、地域社会を建て直す
ロータリーの活動のおかげで前向きな気持ちを取
り戻し、希望が与えられたと言いました。

　これは美しい貝殻です。私が次年度のテーマと
その意味を検討していたとき、この貝殻だけでな
く、存命するスコットランドの最も偉大なアーテ
ィストの一人で、Jolomo としても知られるジョ
ン・ロウリー・モリソンさんがよく使用する色に
も引き付けられました。私は長年、彼の作品を愛
し、収集してきました。ネクタイとスカーフの色

 • 既知の成果と実証された証拠に基づいて奉仕プ   
　ロジェクトを立案する方法について会員に話す必
　要があります。 

 • 互いに、そして私たちが奉仕するすべての人とオ
　ープンで、インクルーシブで、思いやりのある心
　をもって接しましょう。 

 • 世代や国境を超えて活動し、関係を築くための
　あらゆる機会を探し求めてください。 

 • 世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
　視点を、進んで受け入れてください。

　そのために、ロータリー行動計画の目標におい
てほかのロータリアンと協力していただけること
を願っています。なぜなら、そうするのがリーダ
ーシップにおける継続の最良の手本であり、ロー
タリーのこれまでの最良の部分を土台としてさら
に素晴らしいものを生み出すことだからです。
 
　行動計画のうち、皆さん全員に既に暗記してい
てほしいと思う部分があります。それはこのビジ
ョン声明です：「私たちは、世界で、地域社会で、
そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生
むために、人びとが手を取り合って行動する世界
を目指しています」。行動計画を受け入れ、実行
するための現実的な方法をクラブに提供すること
こそが、地域社会で持続可能な変化を生む最善の
方法です。
 
　ここで話の焦点を、世界と自分自身の中に持続
可能な変化を生むという、ビジョン声明の二つの
要素に当てたいと思います。そのために、これら
のビジョンを実現させる二つの具体的で有望な方
法に重点を置きたいと考えています。
 
　一つは、平和にさらなる主眼を置くことです。
ロータリーを創始し、築いてきた先人たちは、ロ
シアが始めた残忍な戦争に直面するウクライナの
人びとのために過去 1 年間に私たちが行ってき
た懸命な支援活動を、きっと誇りに思うでしょう。
 
　過去に何度もそうしてきたように、ロータリー
は歴史の呼びかけに応え、人道支援を最優先して
きました。惜しみなく寄付し、仲間を一心にサポ
ートし、ウクライナの人びとから尊敬を集めてき
ました。ウクライナで大勢が入会し続けているこ
とは、入会と会員の参加促進について大切なこと
を示唆しています。しかし、ウクライナ人にとっ
てもロシア人にとっても、平和が実現するまでは

奉仕を受ける人の両方を支える組織として知られ
るようになってほしいと思います。メンタルヘル
スの専門家なら誰もが口をそろえてこう言うでし
ょう。ほかの人を助けることで、本質的に自分自
身が助けられるのだ、と。
 
　ほかの人を助けることで、ストレスが軽減され、
気分がよくなり、私たち自身のメンタルヘルスと
幸せのためにもなることが、圧倒的な証拠で示さ
れています。その中で培われる友情は、素晴らしい
連帯意識と仲間意識を育み、それ自体がメンタル
ヘルスと幸せに欠かせない要素となります。です
から、次年度の私たちの計画は、世界に平和をも
たらし、紛争の影響を受けた人びとを癒すこと、
そして、私たち自身の内面的な闘いと向き合うた
めにお互いと地域社会を支え、助けを求めること
に対する社会的な偏見をなくすことです。
 
　これらの活動すべてにおける目標は、破壊的な
紛争から世界が立ち直れるように、希望を取り戻
すことです。そうすれば、私たち自身のために持
続可能な変化をもたらすことが可能となります。
ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある未来
の土台を築いています。私たちが得意とすること
を継続すると同時に、変化に対してオープンで前
向きになり、世界と自分自身の中に平和を築くこ
とに力を注げば、ロータリーはより平和で、より
希望のある世界を築く手助けができます。あらゆ
る地域からのロータリーのリーダーである皆さん
に、世界に希望を生み出すよう、心からお願い申
し上げます。

を選んでいたとき、後ろのスクリーンでご覧いた
だけるように、そこに世界の色を反映させ、さら
に重要なこととして、次年度にロータリーが注力
すべきことを反映させたいと思いました。 

　タイの女性との思い出とこれらの色から、私は、
今私たちが何をなすべきか、どんな行動を呼びか
けるべきか、テーマは何であるべきかに気づきま
した。そこで、2023-24 年度テーマは「世界に
希望を生み出そう」であることをここにお知らせ
します。

　世界に希望を生み出そう。これが、ロータリー
が世界に変化をもたらす方法です。私たちは、一
つずつ新たな希望を生み出しています。このテー
マはまた、自分自身の中で同様の変化を生むのを
促す方法を説明するものでもあります。なぜなら、
地球上の多くの人にとって、希望を失う理由は物
質的な貧困だけではないからです。私たちは皆、
自分たちの幸せを脅かす課題に直面しています。
　
　平和の実践に大きな勇気が必要であるのと同じ
ように、誰かに助けを求めたり、助けを必要として
いることを認めたりすることも勇気ある行動です。

　新型コロナウイルス流行の結果として、これま
で以上に多くの人々が傷ついています。多くの人
が身近な人を失ったり、社会的つながりを断たれ
たりしています。分裂が広がり、つながる機会が
失われています。最も傷ついている世代の一つが、
教育や対人スキルを身につける機会が妨げられた
子どもや若者です。さらに悪いことに、世界の多
くの地域では、助けを求めること、特にメンタル
ヘルスの助けを求めることは弱さであると考えら
れています。しかし、真実から目をそむけること
はできません。自分の弱さを認め、すべての答え
を知っているわけではないと認めるのは、勇気が
要ることです。

　助けを求めることは勇気ある行動であり、幸せへ
の道を求めることは、さらに勇気が要ることです。
 
　今週の後半、私がメンタルヘルスのトピックを
重視する理由をご説明します。次年度、そして願
わくばそれ以降も、ロータリーの会員だけでなく
地域社会の人びとのためにメンタルヘルスのシス
テムを改善するいくつかのステップについて話を
お聞きいただきます。私は、ロータリーが会員と

フェリークロッシング橋が 2017 年に開通しま
した。フォース橋の鉄道橋と道路橋を見ていつも
感動するのは、これらがビジョンをもつ人たちに
よって建てられたということです。それは、けっ
して会うことのない人たちのためのビジョン、け
っして知り合うことのない人たちのためのビジョ
ン、それによって生活が改善される人たちのため
のビジョンです。そのビジョンは、フォース橋の
場合のように、建設から 133 年経った後も、利用
者たちからありがたがられています。ロータリー
の私たちのビジョンが、奉仕を受ける人たちから
ありがたがられているように。 

　今、ご自分の頭の中で橋のロゴを思い浮かべ、
それがテーマと関連しているだろうと思っている
方がいたら、そこでその考えをやめてください。
たとえ話がすべてテーマであるわけではありませ
ん。同じように、次年度に皆さんが行うすべての
ことが、これから発表するテーマの推進と支援に
かかわるわけではありません。 
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んか。なぜなら、川が流れているなら、それを渡る方
法があればありがたいからです。 

　私はかつて毎日、エディンバラにある私の歯科医
院に車で通勤し、フォース川にかかるいくつかの有
名な橋を通りすぎるときに、その例を目にしていま
した。これらの橋をご存知の方もおられると思いま
すが、これらは見事なエンジニアリングの象徴です。 

　フォース鉄道橋は、1890 年に開通しました。 
フォース道路橋は 1964 年、最近ではクイーンズ

　私たちは、絶妙なタイミングでリーダーシップ
の手綱を渡されました。今は歴史的なときであり、
ロータリーが世界の注目を集め、現在の期待をはる
かに超えた可能性への道を示す機会が訪れていま
す。しかし、私たちの最も優れた仕事のいくつか
は、ほかの人たちの継続的な取り組みをサポート
することであるかもしれません。ジョーンズ会長
とほかのロータリーリーダーたちが始めたことを
土台として、今後さらに大きな成果が成し遂げら
れるようにしていきましょう。これからの私の仕
事、そしてすべてのロータリーリーダーの仕事の
多くにおいては、継続が重要となります。 

　継続とは、以前のリーダーたちのよいアイデア
を前進させることを意味します。
 
　私たちは詩人マヤ・アンジェロウの次の言葉か
らインスピレーションを得るべきです。
「続けましょう／自分らしくあるために／思いや
りある行いで／不親切な世界をあっと言わせるた
めに」 

　過去数年間、ローターアクトに力を与えると約
束し、それを実行してきたロータリー会長たちの
継続へのコミットメントを、私たちは目にしてき
ました。その結果は驚くべきものです。ローター
アクターたちは引き続き、ロータリーで全面的な
パートナーとなるだけでなく、リーダーとなるこ
とへの熱意を示すことで、私たちを勇気づけてい
ます。ロータリークラブとローターアクトクラブ
が互いに協力し、支えあう新しい方法を見つけ続
けられるかどうかは、私たちにかかっています。
 
　継続のもう一つの優れた例に、女児のエンパワ
メントがあります。ジョーンズ会長は、メータ会
長のプログラムを継続することでこの素晴らしい模
範を示しました。この取り組みは、多くの点でロー
タリーが長年積み重ねてきたものであり、メータ会
長がそれに名をつけて拡大させたのです。私の孫娘
アイビーとフローレンスのように、世界中の少女が
強く、十分な能力を身につけた女性へと成長できる
よう支援するために、私はこれらの会長の仕事を引
き継いでいくことを明確にしました。
 
　私はまた、すべての行いにおいて多様性、公平さ、
インクルージョンを促進するためにロータリーが
遂げてきたすべての進歩を全面的にサポートした
いと考えています。会員数は非常に重要ですが、
DEI を全面的にサポートすることは、単に会員数
を増やすことを意味するわけではありません。

　DEI の最も重要な側面は、ロータリーを、どこ
からであれ最高の人材、最高のアイデア、最高の
パートナーシップを受け入れるオープンでインク
ルーシブな組織にすることです。人びとがロータ
リーを見たとき、そこに自分自身を見ることがで
きる必要があります。そうなることができるかど
うかは、私たち次第です。
 
　継続にはほかにも二つの側面があり、それらは
皆さんの活動にとって極めて重要となります。一
つ目は、ポリオです。ポリオの根絶が依然として
ロータリーの最優先事項であることはご存知だと
思います。「ポリオのない世界」という夢を追い
続け、多くのことを成し遂げてきたこの 35 年間
を、私たちは誇りとすることができます。
 
　根絶の実現にどれだけ近づいているか、ビル＆
メリンダ・ゲイツ財団からの上乗せを全額得るた
めに最低 5,000 万ドルを集めることがいかに重
要であるかを毎年繰り返し言われたら、疲れるの
も無理もないと承知しています。今、私たちに必
要なのは、さらなる挑戦かもしれません。現在、
ポリオ根絶キャンペーンに寄付しているロータリ
ー会員は約 12 人に 1 人に過ぎず、毎年寄付して
いるクラブも 5 分の 1 を下回っています。
 
　最近、世界の主要都市でポリオが発生したこと
で、この恐ろしい病の根絶に再び注目が集まって
います。根絶が実現した暁には、ロータリーは大
きな歴史的称賛を受けるに値します。 

　ですから、各年度に何をすべきかではなく、そ
れを超えて考え、できるだけ早く実現するために
必要なあらゆるリソースを私たちが提供すべき時
が来ています。新たな緊急感を生み出し、世界の
子どもを脅かす流行がさらに発生する前にポリオ
を根絶できるという希望を生み出すために、皆さ
んの力が必要です。ロータリーの夢を現実のもの
とするために、皆さんの力が必要です。
 

　ポリオワクチンの開発者であるジョナス・ソー
ク博士の次の賢明な言葉に、耳を傾ける必要があ
ります：「希望は、夢を現実にしたいと強く願う
人たちの夢、創造力、そして勇気の中にありま
す」。この言葉は、私たちのすべての活動にとっ
て意味があり、ロータリー行動計画のあらゆる
側面に当てはまります。この行動計画は、希望を
生み出し、変化に必要な知識と勇気をロータリー
会員に与えるものです。これを成し遂げるには、

本当の安らぎは訪れないことは明らかです。同じこ
とが、イエメン、アフガニスタン、シリア、そして
世界のほかの数十の紛争地域にも当てはまります。

　平和とは、希望が根づくための土壌です。
 
　人びとの間に新しいつながりを築き、共通点を
求めて新しい機会を見つけるたびに、この土壌が
耕されます。これからの 1 年間、私たちはバーチ
ャルな国際交流を導入します。これについては、
今週後半にお知らせします。
 
　ロータリーでは、平和は受動的な夢ではなく、
懸命な活動、築かれた信頼、そしてしばしば難し
い対話の結果として生まれるものです。平和は粘
り強く、勇敢に実践しなければなりません。人類
が立てることのできる最も勇敢な目標は、平和の
追求です。ロータリーでは、すべての重点分野に
わたる全活動が、希望を築く一助となり、それに
よって平和と償いが可能となります。
 
　2006 年、私はタイのバーン・タリングチャン
村を訪れました。そこでは、2004 年末の津波の
後で、ロータリー会員が新しい家や集会場、保育
所、医療施設の建設にあたっていました。そこで、
ある女性が私に近寄ってきました。悲劇に直面し
た彼女は、やつれた様子でした。その女性は、私
に美しい貝殻をくれました。
 
　この貝殻は彼女が 30 年以上持ち続けていたも
のだと言います。数少ない所持品の一つだったこ
の貝殻を受け取ることを、最初はためらいました。
しかし彼女は、ロータリーがしてくれたことへの
感謝のしるしとして受け取ってほしいと言い張り
ました。後日、私は再びその女性に会い、彼女が
津波で夫、娘、息子を失ったことを知りました。
津波がすべてを奪ったのです。家族、家、生計を
失い、そして何よりも、生き続ける希望と理由を
失いました。しかし彼女は、地域社会を建て直す
ロータリーの活動のおかげで前向きな気持ちを取
り戻し、希望が与えられたと言いました。

　これは美しい貝殻です。私が次年度のテーマと
その意味を検討していたとき、この貝殻だけでな
く、存命するスコットランドの最も偉大なアーテ
ィストの一人で、Jolomo としても知られるジョ
ン・ロウリー・モリソンさんがよく使用する色に
も引き付けられました。私は長年、彼の作品を愛
し、収集してきました。ネクタイとスカーフの色

 • 既知の成果と実証された証拠に基づいて奉仕プ   
　ロジェクトを立案する方法について会員に話す必
　要があります。 

 • 互いに、そして私たちが奉仕するすべての人とオ
　ープンで、インクルーシブで、思いやりのある心
　をもって接しましょう。 

 • 世代や国境を超えて活動し、関係を築くための
　あらゆる機会を探し求めてください。 

 • 世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
　視点を、進んで受け入れてください。

　そのために、ロータリー行動計画の目標におい
てほかのロータリアンと協力していただけること
を願っています。なぜなら、そうするのがリーダ
ーシップにおける継続の最良の手本であり、ロー
タリーのこれまでの最良の部分を土台としてさら
に素晴らしいものを生み出すことだからです。
 
　行動計画のうち、皆さん全員に既に暗記してい
てほしいと思う部分があります。それはこのビジ
ョン声明です：「私たちは、世界で、地域社会で、
そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生
むために、人びとが手を取り合って行動する世界
を目指しています」。行動計画を受け入れ、実行
するための現実的な方法をクラブに提供すること
こそが、地域社会で持続可能な変化を生む最善の
方法です。
 
　ここで話の焦点を、世界と自分自身の中に持続
可能な変化を生むという、ビジョン声明の二つの
要素に当てたいと思います。そのために、これら
のビジョンを実現させる二つの具体的で有望な方
法に重点を置きたいと考えています。
 
　一つは、平和にさらなる主眼を置くことです。
ロータリーを創始し、築いてきた先人たちは、ロ
シアが始めた残忍な戦争に直面するウクライナの
人びとのために過去 1 年間に私たちが行ってき
た懸命な支援活動を、きっと誇りに思うでしょう。
 
　過去に何度もそうしてきたように、ロータリー
は歴史の呼びかけに応え、人道支援を最優先して
きました。惜しみなく寄付し、仲間を一心にサポ
ートし、ウクライナの人びとから尊敬を集めてき
ました。ウクライナで大勢が入会し続けているこ
とは、入会と会員の参加促進について大切なこと
を示唆しています。しかし、ウクライナ人にとっ
てもロシア人にとっても、平和が実現するまでは

奉仕を受ける人の両方を支える組織として知られ
るようになってほしいと思います。メンタルヘル
スの専門家なら誰もが口をそろえてこう言うでし
ょう。ほかの人を助けることで、本質的に自分自
身が助けられるのだ、と。
 
　ほかの人を助けることで、ストレスが軽減され、
気分がよくなり、私たち自身のメンタルヘルスと
幸せのためにもなることが、圧倒的な証拠で示さ
れています。その中で培われる友情は、素晴らしい
連帯意識と仲間意識を育み、それ自体がメンタル
ヘルスと幸せに欠かせない要素となります。です
から、次年度の私たちの計画は、世界に平和をも
たらし、紛争の影響を受けた人びとを癒すこと、
そして、私たち自身の内面的な闘いと向き合うた
めにお互いと地域社会を支え、助けを求めること
に対する社会的な偏見をなくすことです。
 
　これらの活動すべてにおける目標は、破壊的な
紛争から世界が立ち直れるように、希望を取り戻
すことです。そうすれば、私たち自身のために持
続可能な変化をもたらすことが可能となります。
ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある未来
の土台を築いています。私たちが得意とすること
を継続すると同時に、変化に対してオープンで前
向きになり、世界と自分自身の中に平和を築くこ
とに力を注げば、ロータリーはより平和で、より
希望のある世界を築く手助けができます。あらゆ
る地域からのロータリーのリーダーである皆さん
に、世界に希望を生み出すよう、心からお願い申
し上げます。

を選んでいたとき、後ろのスクリーンでご覧いた
だけるように、そこに世界の色を反映させ、さら
に重要なこととして、次年度にロータリーが注力
すべきことを反映させたいと思いました。 

　タイの女性との思い出とこれらの色から、私は、
今私たちが何をなすべきか、どんな行動を呼びか
けるべきか、テーマは何であるべきかに気づきま
した。そこで、2023-24 年度テーマは「世界に
希望を生み出そう」であることをここにお知らせ
します。

　世界に希望を生み出そう。これが、ロータリー
が世界に変化をもたらす方法です。私たちは、一
つずつ新たな希望を生み出しています。このテー
マはまた、自分自身の中で同様の変化を生むのを
促す方法を説明するものでもあります。なぜなら、
地球上の多くの人にとって、希望を失う理由は物
質的な貧困だけではないからです。私たちは皆、
自分たちの幸せを脅かす課題に直面しています。
　
　平和の実践に大きな勇気が必要であるのと同じ
ように、誰かに助けを求めたり、助けを必要として
いることを認めたりすることも勇気ある行動です。

　新型コロナウイルス流行の結果として、これま
で以上に多くの人々が傷ついています。多くの人
が身近な人を失ったり、社会的つながりを断たれ
たりしています。分裂が広がり、つながる機会が
失われています。最も傷ついている世代の一つが、
教育や対人スキルを身につける機会が妨げられた
子どもや若者です。さらに悪いことに、世界の多
くの地域では、助けを求めること、特にメンタル
ヘルスの助けを求めることは弱さであると考えら
れています。しかし、真実から目をそむけること
はできません。自分の弱さを認め、すべての答え
を知っているわけではないと認めるのは、勇気が
要ることです。

　助けを求めることは勇気ある行動であり、幸せへ
の道を求めることは、さらに勇気が要ることです。
 
　今週の後半、私がメンタルヘルスのトピックを
重視する理由をご説明します。次年度、そして願
わくばそれ以降も、ロータリーの会員だけでなく
地域社会の人びとのためにメンタルヘルスのシス
テムを改善するいくつかのステップについて話を
お聞きいただきます。私は、ロータリーが会員と

フェリークロッシング橋が 2017 年に開通しま
した。フォース橋の鉄道橋と道路橋を見ていつも
感動するのは、これらがビジョンをもつ人たちに
よって建てられたということです。それは、けっ
して会うことのない人たちのためのビジョン、け
っして知り合うことのない人たちのためのビジョ
ン、それによって生活が改善される人たちのため
のビジョンです。そのビジョンは、フォース橋の
場合のように、建設から 133 年経った後も、利用
者たちからありがたがられています。ロータリー
の私たちのビジョンが、奉仕を受ける人たちから
ありがたがられているように。 

　今、ご自分の頭の中で橋のロゴを思い浮かべ、
それがテーマと関連しているだろうと思っている
方がいたら、そこでその考えをやめてください。
たとえ話がすべてテーマであるわけではありませ
ん。同じように、次年度に皆さんが行うすべての
ことが、これから発表するテーマの推進と支援に
かかわるわけではありません。 
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　ロータリー会員として今ほど素晴らしいときは
ないでしょう。私たちはロータリーで素晴らしく歴
史的な 年度の真っただ中にいます。正直なところ、
この年度を早く終わらせたいと思う人はいないで
しょう。
 
　ですから、終わらせるのではなく、新しいはじま
りを作りだそうではありませんか。年度の扉を閉め
るのではなく、次年度への橋を築こうではありませ
んか。なぜなら、川が流れているなら、それを渡る方
法があればありがたいからです。 

　私はかつて毎日、エディンバラにある私の歯科医
院に車で通勤し、フォース川にかかるいくつかの有
名な橋を通りすぎるときに、その例を目にしていま
した。これらの橋をご存知の方もおられると思いま
すが、これらは見事なエンジニアリングの象徴です。 

　フォース鉄道橋は、1890 年に開通しました。 
フォース道路橋は 1964 年、最近ではクイーンズ

　私たちは、絶妙なタイミングでリーダーシップ
の手綱を渡されました。今は歴史的なときであり、
ロータリーが世界の注目を集め、現在の期待をはる
かに超えた可能性への道を示す機会が訪れていま
す。しかし、私たちの最も優れた仕事のいくつか
は、ほかの人たちの継続的な取り組みをサポート
することであるかもしれません。ジョーンズ会長
とほかのロータリーリーダーたちが始めたことを
土台として、今後さらに大きな成果が成し遂げら
れるようにしていきましょう。これからの私の仕
事、そしてすべてのロータリーリーダーの仕事の
多くにおいては、継続が重要となります。 

　継続とは、以前のリーダーたちのよいアイデア
を前進させることを意味します。
 
　私たちは詩人マヤ・アンジェロウの次の言葉か
らインスピレーションを得るべきです。
「続けましょう／自分らしくあるために／思いや
りある行いで／不親切な世界をあっと言わせるた
めに」 

　過去数年間、ローターアクトに力を与えると約
束し、それを実行してきたロータリー会長たちの
継続へのコミットメントを、私たちは目にしてき
ました。その結果は驚くべきものです。ローター
アクターたちは引き続き、ロータリーで全面的な
パートナーとなるだけでなく、リーダーとなるこ
とへの熱意を示すことで、私たちを勇気づけてい
ます。ロータリークラブとローターアクトクラブ
が互いに協力し、支えあう新しい方法を見つけ続
けられるかどうかは、私たちにかかっています。
 
　継続のもう一つの優れた例に、女児のエンパワ
メントがあります。ジョーンズ会長は、メータ会
長のプログラムを継続することでこの素晴らしい模
範を示しました。この取り組みは、多くの点でロー
タリーが長年積み重ねてきたものであり、メータ会
長がそれに名をつけて拡大させたのです。私の孫娘
アイビーとフローレンスのように、世界中の少女が
強く、十分な能力を身につけた女性へと成長できる
よう支援するために、私はこれらの会長の仕事を引
き継いでいくことを明確にしました。
 
　私はまた、すべての行いにおいて多様性、公平さ、
インクルージョンを促進するためにロータリーが
遂げてきたすべての進歩を全面的にサポートした
いと考えています。会員数は非常に重要ですが、
DEI を全面的にサポートすることは、単に会員数
を増やすことを意味するわけではありません。

　DEI の最も重要な側面は、ロータリーを、どこ
からであれ最高の人材、最高のアイデア、最高の
パートナーシップを受け入れるオープンでインク
ルーシブな組織にすることです。人びとがロータ
リーを見たとき、そこに自分自身を見ることがで
きる必要があります。そうなることができるかど
うかは、私たち次第です。
 
　継続にはほかにも二つの側面があり、それらは
皆さんの活動にとって極めて重要となります。一
つ目は、ポリオです。ポリオの根絶が依然として
ロータリーの最優先事項であることはご存知だと
思います。「ポリオのない世界」という夢を追い
続け、多くのことを成し遂げてきたこの 35 年間
を、私たちは誇りとすることができます。
 
　根絶の実現にどれだけ近づいているか、ビル＆
メリンダ・ゲイツ財団からの上乗せを全額得るた
めに最低 5,000 万ドルを集めることがいかに重
要であるかを毎年繰り返し言われたら、疲れるの
も無理もないと承知しています。今、私たちに必
要なのは、さらなる挑戦かもしれません。現在、
ポリオ根絶キャンペーンに寄付しているロータリ
ー会員は約 12 人に 1 人に過ぎず、毎年寄付して
いるクラブも 5 分の 1 を下回っています。
 
　最近、世界の主要都市でポリオが発生したこと
で、この恐ろしい病の根絶に再び注目が集まって
います。根絶が実現した暁には、ロータリーは大
きな歴史的称賛を受けるに値します。 

　ですから、各年度に何をすべきかではなく、そ
れを超えて考え、できるだけ早く実現するために
必要なあらゆるリソースを私たちが提供すべき時
が来ています。新たな緊急感を生み出し、世界の
子どもを脅かす流行がさらに発生する前にポリオ
を根絶できるという希望を生み出すために、皆さ
んの力が必要です。ロータリーの夢を現実のもの
とするために、皆さんの力が必要です。
 

　ポリオワクチンの開発者であるジョナス・ソー
ク博士の次の賢明な言葉に、耳を傾ける必要があ
ります：「希望は、夢を現実にしたいと強く願う
人たちの夢、創造力、そして勇気の中にありま
す」。この言葉は、私たちのすべての活動にとっ
て意味があり、ロータリー行動計画のあらゆる
側面に当てはまります。この行動計画は、希望を
生み出し、変化に必要な知識と勇気をロータリー
会員に与えるものです。これを成し遂げるには、

本当の安らぎは訪れないことは明らかです。同じこ
とが、イエメン、アフガニスタン、シリア、そして
世界のほかの数十の紛争地域にも当てはまります。

　平和とは、希望が根づくための土壌です。
 
　人びとの間に新しいつながりを築き、共通点を
求めて新しい機会を見つけるたびに、この土壌が
耕されます。これからの 1 年間、私たちはバーチ
ャルな国際交流を導入します。これについては、
今週後半にお知らせします。
 
　ロータリーでは、平和は受動的な夢ではなく、
懸命な活動、築かれた信頼、そしてしばしば難し
い対話の結果として生まれるものです。平和は粘
り強く、勇敢に実践しなければなりません。人類
が立てることのできる最も勇敢な目標は、平和の
追求です。ロータリーでは、すべての重点分野に
わたる全活動が、希望を築く一助となり、それに
よって平和と償いが可能となります。
 
　2006 年、私はタイのバーン・タリングチャン
村を訪れました。そこでは、2004 年末の津波の
後で、ロータリー会員が新しい家や集会場、保育
所、医療施設の建設にあたっていました。そこで、
ある女性が私に近寄ってきました。悲劇に直面し
た彼女は、やつれた様子でした。その女性は、私
に美しい貝殻をくれました。
 
　この貝殻は彼女が 30 年以上持ち続けていたも
のだと言います。数少ない所持品の一つだったこ
の貝殻を受け取ることを、最初はためらいました。
しかし彼女は、ロータリーがしてくれたことへの
感謝のしるしとして受け取ってほしいと言い張り
ました。後日、私は再びその女性に会い、彼女が
津波で夫、娘、息子を失ったことを知りました。
津波がすべてを奪ったのです。家族、家、生計を
失い、そして何よりも、生き続ける希望と理由を
失いました。しかし彼女は、地域社会を建て直す
ロータリーの活動のおかげで前向きな気持ちを取
り戻し、希望が与えられたと言いました。

　これは美しい貝殻です。私が次年度のテーマと
その意味を検討していたとき、この貝殻だけでな
く、存命するスコットランドの最も偉大なアーテ
ィストの一人で、Jolomo としても知られるジョ
ン・ロウリー・モリソンさんがよく使用する色に
も引き付けられました。私は長年、彼の作品を愛
し、収集してきました。ネクタイとスカーフの色

 • 既知の成果と実証された証拠に基づいて奉仕プ   
　ロジェクトを立案する方法について会員に話す必
　要があります。 

 • 互いに、そして私たちが奉仕するすべての人とオ
　ープンで、インクルーシブで、思いやりのある心
　をもって接しましょう。 

 • 世代や国境を超えて活動し、関係を築くための
　あらゆる機会を探し求めてください。 

 • 世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
　視点を、進んで受け入れてください。

　そのために、ロータリー行動計画の目標におい
てほかのロータリアンと協力していただけること
を願っています。なぜなら、そうするのがリーダ
ーシップにおける継続の最良の手本であり、ロー
タリーのこれまでの最良の部分を土台としてさら
に素晴らしいものを生み出すことだからです。
 
　行動計画のうち、皆さん全員に既に暗記してい
てほしいと思う部分があります。それはこのビジ
ョン声明です：「私たちは、世界で、地域社会で、
そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生
むために、人びとが手を取り合って行動する世界
を目指しています」。行動計画を受け入れ、実行
するための現実的な方法をクラブに提供すること
こそが、地域社会で持続可能な変化を生む最善の
方法です。
 
　ここで話の焦点を、世界と自分自身の中に持続
可能な変化を生むという、ビジョン声明の二つの
要素に当てたいと思います。そのために、これら
のビジョンを実現させる二つの具体的で有望な方
法に重点を置きたいと考えています。
 
　一つは、平和にさらなる主眼を置くことです。
ロータリーを創始し、築いてきた先人たちは、ロ
シアが始めた残忍な戦争に直面するウクライナの
人びとのために過去 1 年間に私たちが行ってき
た懸命な支援活動を、きっと誇りに思うでしょう。
 
　過去に何度もそうしてきたように、ロータリー
は歴史の呼びかけに応え、人道支援を最優先して
きました。惜しみなく寄付し、仲間を一心にサポ
ートし、ウクライナの人びとから尊敬を集めてき
ました。ウクライナで大勢が入会し続けているこ
とは、入会と会員の参加促進について大切なこと
を示唆しています。しかし、ウクライナ人にとっ
てもロシア人にとっても、平和が実現するまでは

奉仕を受ける人の両方を支える組織として知られ
るようになってほしいと思います。メンタルヘル
スの専門家なら誰もが口をそろえてこう言うでし
ょう。ほかの人を助けることで、本質的に自分自
身が助けられるのだ、と。
 
　ほかの人を助けることで、ストレスが軽減され、
気分がよくなり、私たち自身のメンタルヘルスと
幸せのためにもなることが、圧倒的な証拠で示さ
れています。その中で培われる友情は、素晴らしい
連帯意識と仲間意識を育み、それ自体がメンタル
ヘルスと幸せに欠かせない要素となります。です
から、次年度の私たちの計画は、世界に平和をも
たらし、紛争の影響を受けた人びとを癒すこと、
そして、私たち自身の内面的な闘いと向き合うた
めにお互いと地域社会を支え、助けを求めること
に対する社会的な偏見をなくすことです。
 
　これらの活動すべてにおける目標は、破壊的な
紛争から世界が立ち直れるように、希望を取り戻
すことです。そうすれば、私たち自身のために持
続可能な変化をもたらすことが可能となります。
ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある未来
の土台を築いています。私たちが得意とすること
を継続すると同時に、変化に対してオープンで前
向きになり、世界と自分自身の中に平和を築くこ
とに力を注げば、ロータリーはより平和で、より
希望のある世界を築く手助けができます。あらゆ
る地域からのロータリーのリーダーである皆さん
に、世界に希望を生み出すよう、心からお願い申
し上げます。

を選んでいたとき、後ろのスクリーンでご覧いた
だけるように、そこに世界の色を反映させ、さら
に重要なこととして、次年度にロータリーが注力
すべきことを反映させたいと思いました。 

　タイの女性との思い出とこれらの色から、私は、
今私たちが何をなすべきか、どんな行動を呼びか
けるべきか、テーマは何であるべきかに気づきま
した。そこで、2023-24 年度テーマは「世界に
希望を生み出そう」であることをここにお知らせ
します。

　世界に希望を生み出そう。これが、ロータリー
が世界に変化をもたらす方法です。私たちは、一
つずつ新たな希望を生み出しています。このテー
マはまた、自分自身の中で同様の変化を生むのを
促す方法を説明するものでもあります。なぜなら、
地球上の多くの人にとって、希望を失う理由は物
質的な貧困だけではないからです。私たちは皆、
自分たちの幸せを脅かす課題に直面しています。
　
　平和の実践に大きな勇気が必要であるのと同じ
ように、誰かに助けを求めたり、助けを必要として
いることを認めたりすることも勇気ある行動です。

　新型コロナウイルス流行の結果として、これま
で以上に多くの人々が傷ついています。多くの人
が身近な人を失ったり、社会的つながりを断たれ
たりしています。分裂が広がり、つながる機会が
失われています。最も傷ついている世代の一つが、
教育や対人スキルを身につける機会が妨げられた
子どもや若者です。さらに悪いことに、世界の多
くの地域では、助けを求めること、特にメンタル
ヘルスの助けを求めることは弱さであると考えら
れています。しかし、真実から目をそむけること
はできません。自分の弱さを認め、すべての答え
を知っているわけではないと認めるのは、勇気が
要ることです。

　助けを求めることは勇気ある行動であり、幸せへ
の道を求めることは、さらに勇気が要ることです。
 
　今週の後半、私がメンタルヘルスのトピックを
重視する理由をご説明します。次年度、そして願
わくばそれ以降も、ロータリーの会員だけでなく
地域社会の人びとのためにメンタルヘルスのシス
テムを改善するいくつかのステップについて話を
お聞きいただきます。私は、ロータリーが会員と

フェリークロッシング橋が 2017 年に開通しま
した。フォース橋の鉄道橋と道路橋を見ていつも
感動するのは、これらがビジョンをもつ人たちに
よって建てられたということです。それは、けっ
して会うことのない人たちのためのビジョン、け
っして知り合うことのない人たちのためのビジョ
ン、それによって生活が改善される人たちのため
のビジョンです。そのビジョンは、フォース橋の
場合のように、建設から 133 年経った後も、利用
者たちからありがたがられています。ロータリー
の私たちのビジョンが、奉仕を受ける人たちから
ありがたがられているように。 

　今、ご自分の頭の中で橋のロゴを思い浮かべ、
それがテーマと関連しているだろうと思っている
方がいたら、そこでその考えをやめてください。
たとえ話がすべてテーマであるわけではありませ
ん。同じように、次年度に皆さんが行うすべての
ことが、これから発表するテーマの推進と支援に
かかわるわけではありません。 
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　ロータリー会員として今ほど素晴らしいときは
ないでしょう。私たちはロータリーで素晴らしく歴
史的な 年度の真っただ中にいます。正直なところ、
この年度を早く終わらせたいと思う人はいないで
しょう。
 
　ですから、終わらせるのではなく、新しいはじま
りを作りだそうではありませんか。年度の扉を閉め
るのではなく、次年度への橋を築こうではありませ
んか。なぜなら、川が流れているなら、それを渡る方
法があればありがたいからです。 

　私はかつて毎日、エディンバラにある私の歯科医
院に車で通勤し、フォース川にかかるいくつかの有
名な橋を通りすぎるときに、その例を目にしていま
した。これらの橋をご存知の方もおられると思いま
すが、これらは見事なエンジニアリングの象徴です。 

　フォース鉄道橋は、1890 年に開通しました。 
フォース道路橋は 1964 年、最近ではクイーンズ

　私たちは、絶妙なタイミングでリーダーシップ
の手綱を渡されました。今は歴史的なときであり、
ロータリーが世界の注目を集め、現在の期待をはる
かに超えた可能性への道を示す機会が訪れていま
す。しかし、私たちの最も優れた仕事のいくつか
は、ほかの人たちの継続的な取り組みをサポート
することであるかもしれません。ジョーンズ会長
とほかのロータリーリーダーたちが始めたことを
土台として、今後さらに大きな成果が成し遂げら
れるようにしていきましょう。これからの私の仕
事、そしてすべてのロータリーリーダーの仕事の
多くにおいては、継続が重要となります。 

　継続とは、以前のリーダーたちのよいアイデア
を前進させることを意味します。
 
　私たちは詩人マヤ・アンジェロウの次の言葉か
らインスピレーションを得るべきです。
「続けましょう／自分らしくあるために／思いや
りある行いで／不親切な世界をあっと言わせるた
めに」 

　過去数年間、ローターアクトに力を与えると約
束し、それを実行してきたロータリー会長たちの
継続へのコミットメントを、私たちは目にしてき
ました。その結果は驚くべきものです。ローター
アクターたちは引き続き、ロータリーで全面的な
パートナーとなるだけでなく、リーダーとなるこ
とへの熱意を示すことで、私たちを勇気づけてい
ます。ロータリークラブとローターアクトクラブ
が互いに協力し、支えあう新しい方法を見つけ続
けられるかどうかは、私たちにかかっています。
 
　継続のもう一つの優れた例に、女児のエンパワ
メントがあります。ジョーンズ会長は、メータ会
長のプログラムを継続することでこの素晴らしい模
範を示しました。この取り組みは、多くの点でロー
タリーが長年積み重ねてきたものであり、メータ会
長がそれに名をつけて拡大させたのです。私の孫娘
アイビーとフローレンスのように、世界中の少女が
強く、十分な能力を身につけた女性へと成長できる
よう支援するために、私はこれらの会長の仕事を引
き継いでいくことを明確にしました。
 
　私はまた、すべての行いにおいて多様性、公平さ、
インクルージョンを促進するためにロータリーが
遂げてきたすべての進歩を全面的にサポートした
いと考えています。会員数は非常に重要ですが、
DEI を全面的にサポートすることは、単に会員数
を増やすことを意味するわけではありません。

　DEI の最も重要な側面は、ロータリーを、どこ
からであれ最高の人材、最高のアイデア、最高の
パートナーシップを受け入れるオープンでインク
ルーシブな組織にすることです。人びとがロータ
リーを見たとき、そこに自分自身を見ることがで
きる必要があります。そうなることができるかど
うかは、私たち次第です。
 
　継続にはほかにも二つの側面があり、それらは
皆さんの活動にとって極めて重要となります。一
つ目は、ポリオです。ポリオの根絶が依然として
ロータリーの最優先事項であることはご存知だと
思います。「ポリオのない世界」という夢を追い
続け、多くのことを成し遂げてきたこの 35 年間
を、私たちは誇りとすることができます。
 
　根絶の実現にどれだけ近づいているか、ビル＆
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　あらゆる機会を探し求めてください。 

 • 世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや
　視点を、進んで受け入れてください。

　そのために、ロータリー行動計画の目標におい
てほかのロータリアンと協力していただけること
を願っています。なぜなら、そうするのがリーダ
ーシップにおける継続の最良の手本であり、ロー
タリーのこれまでの最良の部分を土台としてさら
に素晴らしいものを生み出すことだからです。
 
　行動計画のうち、皆さん全員に既に暗記してい
てほしいと思う部分があります。それはこのビジ
ョン声明です：「私たちは、世界で、地域社会で、
そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生
むために、人びとが手を取り合って行動する世界
を目指しています」。行動計画を受け入れ、実行
するための現実的な方法をクラブに提供すること
こそが、地域社会で持続可能な変化を生む最善の
方法です。
 
　ここで話の焦点を、世界と自分自身の中に持続
可能な変化を生むという、ビジョン声明の二つの
要素に当てたいと思います。そのために、これら
のビジョンを実現させる二つの具体的で有望な方
法に重点を置きたいと考えています。
 
　一つは、平和にさらなる主眼を置くことです。
ロータリーを創始し、築いてきた先人たちは、ロ
シアが始めた残忍な戦争に直面するウクライナの
人びとのために過去 1 年間に私たちが行ってき
た懸命な支援活動を、きっと誇りに思うでしょう。
 
　過去に何度もそうしてきたように、ロータリー
は歴史の呼びかけに応え、人道支援を最優先して
きました。惜しみなく寄付し、仲間を一心にサポ
ートし、ウクライナの人びとから尊敬を集めてき
ました。ウクライナで大勢が入会し続けているこ
とは、入会と会員の参加促進について大切なこと
を示唆しています。しかし、ウクライナ人にとっ
てもロシア人にとっても、平和が実現するまでは

奉仕を受ける人の両方を支える組織として知られ
るようになってほしいと思います。メンタルヘル
スの専門家なら誰もが口をそろえてこう言うでし
ょう。ほかの人を助けることで、本質的に自分自
身が助けられるのだ、と。
 
　ほかの人を助けることで、ストレスが軽減され、
気分がよくなり、私たち自身のメンタルヘルスと
幸せのためにもなることが、圧倒的な証拠で示さ
れています。その中で培われる友情は、素晴らしい
連帯意識と仲間意識を育み、それ自体がメンタル
ヘルスと幸せに欠かせない要素となります。です
から、次年度の私たちの計画は、世界に平和をも
たらし、紛争の影響を受けた人びとを癒すこと、
そして、私たち自身の内面的な闘いと向き合うた
めにお互いと地域社会を支え、助けを求めること
に対する社会的な偏見をなくすことです。
 
　これらの活動すべてにおける目標は、破壊的な
紛争から世界が立ち直れるように、希望を取り戻
すことです。そうすれば、私たち自身のために持
続可能な変化をもたらすことが可能となります。
ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある未来
の土台を築いています。私たちが得意とすること
を継続すると同時に、変化に対してオープンで前
向きになり、世界と自分自身の中に平和を築くこ
とに力を注げば、ロータリーはより平和で、より
希望のある世界を築く手助けができます。あらゆ
る地域からのロータリーのリーダーである皆さん
に、世界に希望を生み出すよう、心からお願い申
し上げます。

を選んでいたとき、後ろのスクリーンでご覧いた
だけるように、そこに世界の色を反映させ、さら
に重要なこととして、次年度にロータリーが注力
すべきことを反映させたいと思いました。 

　タイの女性との思い出とこれらの色から、私は、
今私たちが何をなすべきか、どんな行動を呼びか
けるべきか、テーマは何であるべきかに気づきま
した。そこで、2023-24 年度テーマは「世界に
希望を生み出そう」であることをここにお知らせ
します。

　世界に希望を生み出そう。これが、ロータリー
が世界に変化をもたらす方法です。私たちは、一
つずつ新たな希望を生み出しています。このテー
マはまた、自分自身の中で同様の変化を生むのを
促す方法を説明するものでもあります。なぜなら、
地球上の多くの人にとって、希望を失う理由は物
質的な貧困だけではないからです。私たちは皆、
自分たちの幸せを脅かす課題に直面しています。
　
　平和の実践に大きな勇気が必要であるのと同じ
ように、誰かに助けを求めたり、助けを必要として
いることを認めたりすることも勇気ある行動です。

　新型コロナウイルス流行の結果として、これま
で以上に多くの人々が傷ついています。多くの人
が身近な人を失ったり、社会的つながりを断たれ
たりしています。分裂が広がり、つながる機会が
失われています。最も傷ついている世代の一つが、
教育や対人スキルを身につける機会が妨げられた
子どもや若者です。さらに悪いことに、世界の多
くの地域では、助けを求めること、特にメンタル
ヘルスの助けを求めることは弱さであると考えら
れています。しかし、真実から目をそむけること
はできません。自分の弱さを認め、すべての答え
を知っているわけではないと認めるのは、勇気が
要ることです。

　助けを求めることは勇気ある行動であり、幸せへ
の道を求めることは、さらに勇気が要ることです。
 
　今週の後半、私がメンタルヘルスのトピックを
重視する理由をご説明します。次年度、そして願
わくばそれ以降も、ロータリーの会員だけでなく
地域社会の人びとのためにメンタルヘルスのシス
テムを改善するいくつかのステップについて話を
お聞きいただきます。私は、ロータリーが会員と

フェリークロッシング橋が 2017 年に開通しま
した。フォース橋の鉄道橋と道路橋を見ていつも
感動するのは、これらがビジョンをもつ人たちに
よって建てられたということです。それは、けっ
して会うことのない人たちのためのビジョン、け
っして知り合うことのない人たちのためのビジョ
ン、それによって生活が改善される人たちのため
のビジョンです。そのビジョンは、フォース橋の
場合のように、建設から 133 年経った後も、利用
者たちからありがたがられています。ロータリー
の私たちのビジョンが、奉仕を受ける人たちから
ありがたがられているように。 

　今、ご自分の頭の中で橋のロゴを思い浮かべ、
それがテーマと関連しているだろうと思っている
方がいたら、そこでその考えをやめてください。
たとえ話がすべてテーマであるわけではありませ
ん。同じように、次年度に皆さんが行うすべての
ことが、これから発表するテーマの推進と支援に
かかわるわけではありません。 



「奉仕の心を未来へつなげよう」

　新型コロナウイルスの流行によって世界の価値観は大きく変わり、ロータリー活動も大きく制限され、ニ
ューノーマルを意識した行動が求められるようになりました。
　RI 会長のテーマは、「世界に希望を生み出そう“CREATE HOPE in the WORLD” 」であります。
　私たちの目標は、紛争から世界が立ち直れるように、希望を取り戻すことです。そうすれば、私たち自身の
ために持続可能な変化をもたらすことが可能となります。平和とは、希望が根づくための土壌です。世界と自
分自身の中に平和を築くことに力を注げば、ロータリーは、より平和で、より希望のある世界を築く手助けが
できます。
　ロータリーは、今までに多くの奉仕プロジェクト事業を実践して、多くの人に多くの希望を与えてきまし
た。これこそ、ロータリーが世界にもたらしている変化です。この変化が、ひとつずつ希望を取り戻し、新た
な希望を生み出しています。平和とは、紛争や戦争がなくなることは勿論ですが、治安が守られていること、
貧困や飢饉がなくなること、家族と平穏に暮らせること、人間として最低限の生活ができ、何の心配もなく暮
らせることなどです。ロータリアンは奉仕の心をもって、未来のために多くの問題改善に力を入れてきまし
た。
　世界に希望を生み出すためには、多くの人たちに希望を与えることが必要です。そのためには、奉仕の心を
常に持って、未来のために、そして未来の人たちのために、奉仕の心をつなげていくことが大切です。
　私のガバナーとしての地区方針は、「奉仕の心を未来へつなげよう」です。日本のロータリーは、例会をと
ても大切にしています。「入りて学び、出でて奉仕せよ」「例会の場で奉仕の理念を学び、外では奉仕の実践
を」であります。
　日本には素晴らしい『地域』があって『ロータリー』があって『ロータリアン』がいます。例会で多くのこと
を学び、奉仕の心を磨き、奉仕の実践をして、奉仕の心を多くの人たちにつなげていくことで、奉仕の輪が広
がり、地域社会の発展、広くは世界の発展、世界平和に貢献できるようになるでしょう。私たちが、未来のた
めに共に行動しようではありませんか。
　日本のロータリーは、職業奉仕・四つのテスト・ロータリーの目的・例会を重視してきました。そして、ロ
ータリーの二つの公式標語の一つ、「超我の奉仕」はボランティア奉仕の哲学を表しています。そしてもう一
つ、「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」。これは実践論ですが、他者に対する正しい経営の科学のみ
が引き合います。経営とは、人間的な奉仕の科学であります。その仲間に最もよく奉仕する者が、最も多く報
いられます。
　ロータリーは、ポール・ハリスと 3 人の仲間の「友との語らいの集い」から始まりました。それは、「信頼と
寛容」の世界であり、やがて奉仕の概念が芽生え、「奉仕の理想」を求めて、それがひとつの心に結ばれて仲間
意識「親睦」を育む集い「例会」となって世界に広まっていきました。
　特に日本では、第二次世界大戦の最中で奉仕活動がままならぬ時も、我々の先輩はロータリーの名を隠し
て「例会」を守り続けました。戦後の経済成長に職業奉仕の精神がどれほど原動力になったことでし
ょう。

2023-2024年度　
国際ロータリー第2630地区ガバナー　

篠原　一行

～ロータリーは『親睦・学び・成長・奉仕』です。～

　この度、第 2630 地区のガバナーに就任いたしました篠原一行です。所属は岐阜東濃グループ多治見リ
バーサイドロータリークラブです。ロータリークラブに入会して、本当に多くの方々と出会い、多くの方々
と仲良くさせて頂き、多くの感謝を頂きました。ロータリーは本当に素晴らしいと思います。
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　同時に、日本のロータリーは素晴らしい奉仕プロジェクトを多く実践してまいりました。社会奉仕・国際
奉仕・青少年奉仕・インターアクト・ローターアクト・青少年交換・米山記念奨学等があります。そして、
ロータリー財団におきましては、数多くの奉仕プロジェクト事業、ポリオ根絶活動・ロータリー財団奨学生
など、素晴らしい功績がたくさんあります。
　さらに、ロータリーは社会に貢献する世界的な団体として、日本で大切にされてきた “ロータリー観” と
“ロータリアン同士の親睦”を基盤に、立派なロータリアンを育てながら、価値ある奉仕活動を通じて、立派
なロータリアンを育てることがとても大切であります。 ～ロータリーは『親睦・学び・成長・奉仕』です。～
　

地区活動方針
1 RI 会長テーマ「世界に希望を生み出そう」を強調推進し、地区テーマ「奉仕の心を未来へつなげよう」
 　 を理解し奉仕を実践する。 
2　RI戦略計画の推進
 戦略計画委員会または長期計画委員会等の委員会を立ち上げ、そして活性化して、クラブの将来ある

べき姿を描き、その実現に向けての行動計画を立てていく。 
3　会員増強基盤の強化・会員維持・DEI推進・新クラブ推進

 
・女性会員や40歳未満の会員の入会、またローターアクトクラブへの入会の奨励
・新クラブ(衛星クラブ・Eクラブ等)の推進を強化する。
そして各クラブ1名以上の純増と会員数の維持を図る。

・会員間での懇親・親睦を深め、会員維持に努める。
4　公共イメージと認知度の向上

 

・メディアの活用と、SNSやウェブサイトを推奨する。
・My Rotaryの登録を奨励する。
・社会に広く認知されるよう努める。

5　青少年育成の推進及び地域社会での奉仕活動の充実
・インターアクト、ローターアクトクラブ、青少年奉仕、青少年交換事業への支援と
協力体制を強化する。

・ローターアクトとの交流を深め、委員会会合、奉仕活動等の参加を促し、会員の
増強となるよう将来へつなげる。

6　ロータリー財団補助金の積極活用と寄付への理解・推進

 

・地区補助金全クラブの活用、グローバル補助金の活用
・奉仕プロジェクト委員会との連携
・年次寄付　150ドル以上/1名
・ポリオ寄付　30ドル以上/1名
・恒久資金　1,000ドル以上/1クラブ

7　米山奨学事業への参加と支援

 

・奨学生支援（世話クラブ・カウンセラー引き受け）
・寄付推進　12,000円以上/1名

8　RIロータリー賞・RI会長賞への積極的なチャレンジ
 ・「ロータリークラブ・セントラル」にアクセスし、25の目標の中から13の目標を 

設定し、目標達成に努める。
・「ロータリークラブ・セントラル」へ進捗状況を報告し、達成を祝う。

強調事項
① 例会は、ロータリー活動を支える上で重要な場と捉え、有意義な例会開催を行い、積極的な出席を促す。

② 奉仕プロジェクトは、クラブの強化につながり、公共イメージの向上に寄与する。

③ クラブ研修リーダーによるクラブの活性化、及び会員基盤の強化を推し進める。

④ My Rotaryでは、多くの情報が得られるため、My Rotaryへの登録率の50％達成を目指す。

⑤ ロータリーカード、個人カード、クラブカード、地区委員会カードの推進を図る。

「奉仕の心を未来へつなげよう」
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ガバナー退任挨拶

高橋伸治ガバナーへの感謝

　２０２０年１月にガバナーノミニーデジグネートの認証を受けてから、ガバナー
ノミニー・ガバナーエレクト・ガバナーを務めさせていただき３年半の歳月が過ぎ
ようとしています。時の経つ速さに驚いています。これまで多くの方に支えていただ
き今日まで無事にガバナーの役目を果たすことが出来たことに本当に感謝してお
ります。ガバナーノミニーデジグネートを受けてからすぐに新型コロナ感染が急拡
大し世の中が一変してしまいました。

　以降、ガバナーノミニー年度、ガバナーエレクト年度はほとんどロータリー活動が出来ず３大研修・地区大会
など大きな行事が、オンライン形式又は中止となってしまいました。その為、ガバナー年度に向けての経験を積
むことが出来ず、ガバナーエレクトの時には手探り状態で準備を進めなければなりませんでした。次期ガバナー
補佐の皆様も同じ状況であったと思います。しかし、このような状況の中でガバナー年度は出来るだけ対面形式
で事業を行いたいとの私の想いに応え協力して頂き、おかげでハイブリッド方式なども取り入れガバナー公式
訪問・IM とも予定通り実施する事が出来ました。ガバナー補佐の皆様のご尽力に改めて感謝申し上げます。
　国際協議会には当初はオーランドに行く計画をしておりましたが、世界的な新型コロナ感染拡大の為すべて
がオンライン形式となってしまい本当に残念でした。その後２月の地区チーム研修セミナーはオンライン形式
での実施となりましたが、「ＰＥＴＳ」・「地区研修・協議会」・「地区大会」は３年ぶりのリアル開催が出来て本
当にうれしく思っています。
　ガバナーとしての役目は、RI の役員として RI の方針を地区に伝える事と地区内のクラブ支援であることは
承知しておりましたが、約２年間新型コロナ感染の為、思うようなクラブ活動が出来ず止まり気味になっていた
「ロータリーの歯車」をしっかり回しクラブ活動を活性化に導く事も大切な役目と考えていました。特に会員数
が減少していく中、もう一度「ロータリーの魅力」「ロータリアンの誇り」を取り戻し「魅力あるクラブづくり」に
取り組んでいく事が必要であると思っていました。
　その為には、私たちはロータリーの原点に立ち返って「ロータリーの本質」「ロータリアンのあるべき姿」を共
に学び、ロータリーで信頼できる仲間と出会い、ロータリーを学び、お互い自己研鑽に励み、世の為・人の為に奉
仕する事は、誰かの人生を豊かにするだけでなく、自分自身の人生を豊かにし、同時に事業の永続的発展にも繋
がっていくという事を会員が理解し、ロータリーの素晴らしさを分かってもらう事が必要であると思っていま
す。
　そこで、地区のスローガンを「ロータリーの心と原点を大切に、描こう明るい未来を」を掲げて一年間色々な場
面でこの想いを伝える努力をしてきました。
　一年間「ロータリーの奉仕の理念」の下で出会い、ご縁を頂いたロータリアンの皆様の心の暖かさに触れ、素晴ら
しいロータリーライフと普通では経験できない貴重な体験をさせて頂きました事に心より感謝申し上げます。
　結びに皆様方のご健勝・ご多幸を祈念申し上げ退任のご挨拶とさせていただきます。

　高橋ガバナー、１年間ご苦労様でした。前半はコ
ロナ禍の影響が続いて、大変な地区運営だったこと
と思います。持ち前のパワーで乗り越えてこられ本
当にお疲れ様でした。
　「ロータリーの心と原点を大切に、描こう明るい
未来を」を地区スローガンに掲げ、地区会員に常に
熱く唱えリーダーシップを発揮されました。
　また、地区大会は３年ぶりの開催にもかかわらず
素晴らしい運営でした。最後の挨拶で涙ぐんでのス
ピーチにはとても感動いたしました。
　ノミニー・エレクトの頃より高橋ガバナーの背
中を常に見ながら、本当にたくさんのことを勉強さ

せて頂きました。
　ロータリーでは多くの人と出会い多くの感動を頂
きました。ロータリー活動をすればするほど、ロータ
リーの素晴らしさを実感いたします。
　本年度の地区運営を地区チームの皆さん方、そして
多くの方々と共に精一杯務めさせて頂きます。今後
共、ご支援ご協力の程宜しくお願いいたします。
　高橋ガバナーよりご指導して頂きましたこと、地区
を代表して心より感謝いたします。本当にありがとう
ございました。
　直前ガバナーとして、今後共お世話になります。
よろしくお願いします。

2022-2023年度　
国際ロータリー第2630地区ガバナー　

高橋　伸治

2023-2024年度 RI第2630地区ガバナー　
篠原　一行(多治見リバーサイドＲＣ)

(岐阜ＲＣ)
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ガバナー補佐就任挨拶

　四日市グループガバナー補佐を拝命いたしました、四日市東
ロータリークラブの藤岡 傳です。宜しくお願いいたします。
　RI 会長テーマ「世界に希望を生み出そう」を受け、篠原一行ガ
バナーは「奉仕の心を未来へつなげよう」とされました。ロータ
リアンが多くのことを学び、奉仕の心を磨き、実践しつなげて
いくことで、奉仕の輪が広がり地域社会、広くは世界の平和に
貢献できるとされています。さらに、ロータリーは社会に奉仕
する団体として、価値ある奉仕活動をしながら立派なロータリ
アンを育てることが重要であるとも説かれております。そのガ
バナー方針を四日市グループ各ロータリアンへ伝え、理解しあ
うことが私の使命と考えます。
　本年は長らく中止されていました、インターシティ・ミーテ
ィング（IM）を 9 月 2 日（土）4 年ぶりに開催の運びとなりまし
た。5 クラブが一堂に会し、「奉仕の心」をキーワードとし、研修
と親睦を深められるよう企画・運営してまいります。
　地区は各クラブが行動するお手伝いをさせていただきます。
このことを念頭に置き精一杯務めさせていただきますので、一
年間宜しくお願いいたします。

ガバナー補佐就任にあたって

四日市グループガバナー補佐
藤岡　傳 （四日市東RC）

　2023-2024 年度桑員グループガバナー補佐を拝命いたし
ました伊藤嘉恭です。
　さて、桑員グループは 4 つのクラブで活動しております。
各クラブの例会場は、木曽三川を一望できる、又歴史ある六
華苑の庭園内、そして桑名宗社の参門前と桑名の歴史上素晴
らしい環境のもとで、素晴らしい例会活動を行っています。
　私の責務の 1 つ目は、篠原一行ガバナーの方針を各クラ
ブ、各会員に伝達し理解して頂くよう努めていきたいと思っ
ています。
　2 つ目は各クラブのロータリー精神を尊重し親睦にも努め
てロータリー活動が円滑に、又有意義に活動できるよう微力
ながら 1 年間頑張っていきたいと思います。
　会員各位様のご指導とご協力よろしくお願い致します。

ガバナー補佐就任挨拶

桑員グループガバナー補佐
伊藤　嘉恭 （桑名中央RC）

　新型コロナ感染症の拡大、それに続くロシアのウクライナへ
の侵攻など、世界中が厳しい状況に追い込まれました。この間、
残念ながら、ロータリークラブの活動も、中止や縮小を余儀な
くされました。
　今年度は、いよいよ活発に活動を再開出来ることになりま
す。この年度にＡＧに就任できましたことを、嬉しく思う反面、
責任の重さも感じています。
　コロナ禍の中で、はっきりしたことは、このような厳しい社
会情勢になった際には、子どもやお年寄り、貧困家庭、障がい
者、外国人など、立場の弱い皆さんが、より厳しい状況に追い込
まれるという事でした。
　現時点では、決して明るい未来は見えていませんが、多くの
人々や市民団体が支え合ってこの三年余りを乗り越えてきま
した。
　このタイミングで、ＲＩ会長のテーマとして「世界に希望を
生み出そう」、地区方針として「奉仕の心を未来へつなげよう」
を掲げられたのは、まさに時期を得た方針であると思います。
　この先も、厳しい社会経済情勢が続く中、益々、ロータリー活
動の真価が問われます。未来に希望を生み出すためには、あら
ゆる分野で、大きな変革が必要です。当グループでも、これまで
のロータリー活動を検証し、改革を進めていきます。

ガバナー補佐就任挨拶

鈴鹿・亀山グループガバナー補佐
平野　泰治 （鈴鹿ベイRC）

　今年度のガバナー補佐を拝命しました久居ロータリークラ
ブの辻原宣和と申します。
 　ゴードン RI 会長の年度テーマ「世界に希望を生み出そう」の
もと篠原一行ガバナーが「奉仕の心を未来へつなげよう」を第
2630 地区の今年度方針にされました。
　従来からロータリアンが大切にしていた「入りて学び、出で
て奉仕せよ」のスローガンが示す「例会場では奉仕の理念を学
び、例会場を出たなら奉仕の実践を遂行する」この精神を大切
にして未来につなげようと、されていますので、私は例会の大
切さと奉仕の重要性をグループ内の皆さんに伝えるように努
力していきます。
　また、地区活動方針、強調事項を各クラブに伝えお願いする
と共に、各クラブと篠原ガバナーとの橋渡しの役を果します。
　最後に、10 月 9 日（祝・月）津市久居アルスプラザにて職業
奉仕と SDGｓをテーマにした IM を準備していますので各ク
ラブから入会 5 年未満の新会員の方を中心に沢山の会員の参
加をお願いします。また、来年 4 月 21 日（日）障がい者との親睦
交流ボッチャ大会を津市久居体育館で開催する予定ですので
スケジュールの調整をお願いします。
　末筆ですが今年度 1 年間宜しくお願いします。

例会出席はロータリアンの第一歩！

中勢・伊賀グループガバナー補佐
辻原　宣和 （久居RC）
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　この度は、木村ガバナー年度以来、２度目のガバナー補佐を拝命
いたしました。
　篠原ガバナーとは、地区奉仕部門委員会で長らくご一緒させて
いただきましたが、行動力とリーダーシップを持ち合わせた素晴
らしいロータリアンだと以前より尊敬しておりましたので少しで
もお役に立てるようにと思っています。
　篠原ガバナーは、日本のロータリーの伝統的な職業奉仕・四つ
のテスト・ロータリーの目的・例会を大切にされており、特に例
会は職業人としての倫理向上と互いに切磋琢磨し学びあう場であ
るとはっきりおっしゃっています。
　ところで、今年度は 4 年ぶりに対面の例会や奉仕活動が以前通
り活発にできることになると期待しています。ガバナー補佐の仕
事は、ガバナーの意向を各クラブにお伝えし、クラブの課題を地区
へ報告し課題解決に向けて様々な地区委員会と連携してクラブの
助けとなるように橋渡しをすることだと思っています。
　ＲＩ会長テーマ「世界に希望を生み出そう」、篠原 DG の地区テ
ーマ「奉仕の心を未来へつなげよう」を奉仕活動へとつなげていき
ましょう。私たちには多くの奉仕活動をする機会も、手段もたくさ
んあります。皆で実り多い 1 年にしていきましょう。1 年間どうぞ
よろしくお願いします。

ガバナー補佐就任にあたり

松阪・東紀州グループガバナー補佐
川原　直美 （熊野RC）

　2023-24 年度、伊勢・鳥羽・志摩グループのガバナー補佐を
拝命しております、鳥羽ロータリークラブ所属の増田　肇と申
します。今年度ＲＩのテーマは『世界に希望を生み出そう』、地
区のスローガンは『奉仕の心を未来へつなげよう』です。
　私の役目は、篠原一行ガバナーの思いをしっかりと伝えるこ
と、そして６クラブのクラブ運営への支援、会員との橋渡しが
一番と思っております。ＩＭ（インターシティ ミーティング）
は、12 月 3 日鳥羽国際ホテルにて 6 クラブの会員が一堂に会
して親睦・研修を図りたいと思っております。
　皆さんのご指導ご鞭撻をお願いしまして、簡単ではございま
すが、就任にあたってのご挨拶とさせていただきます。1 年間、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

ガバナー補佐就任挨拶

　「2023-24 年度　岐阜 A グループのガバナー補佐を仰せつか
りました、岐阜ロータリークラブの石井亮一です。どうぞよろ
しくお願いいたします。」このような挨拶を、5 月 15 日から 1
週間、前年度の深貝ガバナー補佐に同行し、岐阜西クラブ、岐阜
中クラブ、岐阜北クラブ、岐阜クラブ、そして、岐阜長良川クラ
ブを訪問させていただき、挨拶をして参りました。
　このように直接クラブを訪問することで、各クラブの雰囲気
を感じ、五色の歯車がかみ合っていることを感ずることができ
ました。そして、挨拶をすることで、2022 年夏から始まったガ
バナー補佐としての研修も最終段階から、実践段階に入ったこ
とを感じ取りました。
　未熟者ではありますが、篠原ガバナー・RI2630 地区と各ク
ラブを繋ぐ役割を精一杯務めさせて頂きます。皆様方のご協力
とご支援をよろしくお願いします。

ガバナー補佐就任にあたって

岐阜Aグループガバナー補佐
石井　亮一 （岐阜RC）

　2023-2024 年度、岐阜Ｂグループガバナー補佐を拝命いたし
ました、岐阜東南ロータリークラブの岡部です。よろしくお願
い致します。コロナに翻弄され、ロータリー活動も制限を余儀
なくされた 3 年間でしたが、コロナ 5 類への移行により、徐々
に本来のロータリー活動が再開されます。この 3 年間で得た事
と、出来なかった事に対し積極的にチャレンジする年度となる
ことに期待します。ゴードンＲ. マッキナリーＲＩ会長方針は
「世界に希望を生み出そう」。第 2630 地区　篠原ガバナーの地
区方針は「奉仕の心を未来へつなげよう」です。篠原ガバナーに
一番近い立ち位置からのパイプ役として地区方針を伝え、各ク
ラブからの要望等の支援にも前向きに対処する所存です。
　ＲＩ会長方針も、篠原ガバナー地区方針も、根幹は、会員増強
と退会防止です。3 月のＰＥＴＳ資格研修のおりに、岐阜Ｂグ
ループ各クラブ会長にはお話ししましたが、今期ガバナー補佐
としてのテーマを、まずは、「Ｂグループ内で垣根を越えた交
流」としました。既に合同例会を実施されているクラブもある
でしょうが、「それでこそロータリー」を体感できる具体策と思
いますので、積極的にチャレンジし、クラブの活性化・会員増
強・退会防止に繋げましょう。
　一年間ご支援ご協力、何卒宜しくお願いいたします。

ガバナー補佐就任挨拶並びに抱負

伊勢・鳥羽・志摩グループガバナー補佐　
増田　肇 （鳥羽ＲＣ）

岐阜Ｂグループガバナー補佐
岡部　賢明 （岐阜東南ＲＣ）
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　岐阜西濃グループガバナー補佐を拝命しました。
　今まで地区への出向経験もなく、地区での経験もない中での
ガバナー補佐としてお役に立てるか大変不安ですが、精一杯努
力する所存ですのでどうぞよろしくお願いします。
　本年度 RI 会長ゴードン R マッキナリーのテーマは「世界に
希望を生み出そう」“CREATE HOPE in the WORLD”です。
　国際ロータリー第 2630 地区篠原一行ガバナーは「奉仕の心
を未来へつなげよう」と活動方針を示されました。
　私は RC の繋がりを大切にし、切磋琢磨することでより地域
に貢献できるロータリー活動が出来ると考えます。コロナも収
束に向かいつつあります。少しでもそれぞれのクラブが活発に
活動できますように、篠原ガバナーの補佐役としてお手伝いが
出来ればと考えています。皆様にはお力添えを頂きますようよ
ろしくお願いします。

ガバナー補佐就任への抱負

岐阜西濃グループガバナー補佐
中村　一 （大垣中RC）

　私たちのお膝元の東濃グループからガバナーを務める篠原
丸が出港します。
　篠原ガバナーは、～ロータリーは『親睦・学び・成長・奉仕』
です。～と地区方針の中で述べています。この思いは私自身ロ
ータリークラブの原点に他ならないと感じています。地区方針
の「奉仕の心を未来へつなげよう」を目指す上でもこの思いを
いかにクラブ内で共有し、ＲＣ活動を進めていくかの手助けに
成れるように務めていきたい。その為にＲＣ活動を進める上で
の、大事なのは例会であることを改めて認識し、これまで以上
に例会を大切にし、会員間で学び、奉仕に力を入れて進まれる
ことが大事と考えます。
　今、世界は様々な問題があります。その中でマッキナリーＲ
Ｉ会長のテーマは「世界に希望を生み出そう」です。私たちは例
会を通して「クラブに希望を生み出し」その成果が「地域に希望
を生み出し」更には「世界に希望を生み出す」結果につながるこ
とを願い、道元禅師の言葉を借りるならば、人生には定年はな
く、老後も余生もないことで、私自身老体にむち打ち、篠原丸が
無事帰港するための地区大会の成功が大切で有り、ガバナー補
佐として大会の成功を目指して活動して行きます。

ガバナー補佐就任にあたって

岐阜東濃グループガバナー補佐
丸山　充信 （中津川センターRC）

　RC の皆さん今日は、今年度東海北陸道グループのガバナー補佐を務
める事になりました、私　郡上八幡ロータリークラブの、渡邉　剛と言
います。「世の中何が起こるか判らない」と言う昔から言い古されている
言葉があります。2020 年初めから世界中を襲ったコロナウイルスによ
る（パンデミック）世界的な大流行、まさに誰も想定していない事が起こ
り、加えて思いもよらないロシアによる、大儀無きウクライナ侵略戦争
の影響もあり、世界の政治、経済、社会生活その他あらゆる事が停滞、混
乱を来しました。人と物流の停滞がアメリカでのインフレを招き、金利
上昇が円安を招き、物価上昇等わが国でも大きな経済的混乱がつづいて
おります。まさに世の中何が起きるか判らない、の一言です。この様な状
況の時こそ、ロータリークラブがロータリークラブであり得る証しとな
る、他の奉仕団体にはない、金看板であります“職業奉仕”の精神を発揮
する絶好の機会と思われます。今から 118 年前 1905 年アメリカのシカ
ゴでポール・ハリスと言う一人の弁護士が、社会秩序が乱れ、商業道徳
の乱れた世の中を何とかしようと、いろいろな仕事をしている 3 人の友
人とお互いの家を順番に回り、話し合いをしたのがロータリークラブの
発祥とされています。コロナと戦争の為に経済的な混乱をした今こそゴ
ードン・マッキナリー RI 会長のテーマ『世界に希望を生み出そう』と第
2630 地区の篠原ガバナーの『奉仕の心を未来へつなげよう』との思い
を、ロータリークラブの皆さんにお伝えしながら、「入りて学び出でて奉
仕せよ」の精神を皆さんと一緒に実践し、グループ内ロータリー活動を
更に発展させて行く事のお手伝いをするのが、わたしの役目と思い精一
杯努めたいと思っていますので、宜しくお願いいたします。

ガバナー補佐就任挨拶

　今期、濃飛グループを担当させていただきます、美濃加茂ロ
ータリークラブに所属いたします山田彰です。私の考えるロー
タリークラブは、一度入会すれば卒業があるわけでもありませ
んので、満足感に始まり満足感に終わるクラブ運営でなければ
ならないと考えます。また皆様がロータリークラブに求めるも
のは千差万別かと思いますが、クラブ運営の基本は明るく元気
な楽しいクラブではないでしょうか。
　「例会に出席するのが楽しくて仕方がない、また仲間が増え
るなんて嬉しい！」このような環境や満足感をつくりだす心が
けが、常日頃から必要であると考えます。
　私はガバナー補佐としての役割をどこまで果たせるか不安
ではありますが、担当いたします６クラブへの訪問を重ね、そ
して会長・幹事との懇談を重要な活動と考え、それぞれの特色
あるクラブ運営を拝見させていただきたいと考えます。そして
第 2630 地区篠原ガバナーの掲げる地区方針が円滑に遂行され
るようクラブとの調整に努めていきますので、よろしくお願い
申し上げます。

ガバナー補佐就任挨拶

濃飛グループガバナー補佐
山田　彰 （美濃加茂RC）

東海北陸道グループガバナー補佐
渡邉　剛 （郡上八幡RC）
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会員増強・新クラブ結成推進月間

インターアクト年次大会　上野RC

　
　　

伊賀上野・名張　4RC公式訪問

鳥羽・志摩RC　公式訪問

伊勢中央・伊勢度会RC　公式訪問

伊勢・伊勢南RC　公式訪問

岐阜Aグループ　公式訪問・IM

青少年交換オリエンテーション

瑞浪・土岐RC　公式訪問

下呂RC　公式訪問
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13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日 曜
基本的教育と識字率向上月間・ﾛｰﾀﾘｰの友月間

大垣中RC40周年記念式典

四日市グループ　公式訪問・IM

 

ガバナーエレクト研修セミナー (新高輪）

次期地区研修リーダーセミナー (さくら）

美濃・関・関中央RC　公式訪問

岐阜Bグループ　公式訪問・IM

高山 3RC　公式訪問

中津川・恵那・中津川センターRC
公式訪問

各務原RC　公式訪問

多治見３RC　公式訪問

　

津4RC　公式訪問

美濃加茂・可児RC　公式訪問

松阪・東紀州グループ　IM

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

7
2023 Jul.

母子の健康月間

日 曜 公式訪問・行事
ガバナー事務所　地区大会事務所開設
ガバナー会 ( ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ高輪 ) 

全国青少年交換委員長会議

運営会議 /諮問委員会 /地区大会企画会議
（名鉄グランド）

郡上八幡・郡上長良川RC　公式訪問

松阪3RC　公式訪問

熊野・尾鷲RC　公式訪問

青少年交換委員会

クラブ研修リーダーセミナー (岐阜グランド）
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青少年交換オリエンテーション

2023- 2024年度　行事予定表（上半期）

米山奨学生卓話研修会（安保ホール）

韓国 第 3600地区 IAC年次大会

鈴鹿・亀山グループ　公式訪問・IM 
米山奨学生カウンセラー研修会（安保ホール）

青少年交換オリエンテーション
会員増強委員会
R財団研修セミナー (岐阜グランド）

奉仕プロジェクト部門委員会

全国危機管理委員長会議



10
2023 Oct.

12
2023 Dce.

公式訪問・行事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

日 曜
疾病予防と治療月間

11
2023 Nov.

公式訪問・行事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

日 曜
ロータリー財団月間

地区大会　RI 会長代理講演・晩餐会
(名古屋観光ホテル）
地区大会　本会議・大懇親会
(バロー文化ホール・セラミックパークMINO）

ロータリー財団地域セミナー（神戸）

ガバナー会議・エレクト会議等（神戸）

ロータリー研究会 (神戸ポートピアホテル）

インターアクト協議会　松阪山桜RC

DEI 会議（岐阜グランド）

伊勢・鳥羽・志摩グループ　IM

運営会議 /諮問委員会 /ＡＧ・ＣＣ会
議 /壮行会 (名鉄グランド）
インターアクト飛騨・中濃・東濃グ
ループ協議会 (多治見まなびパーク）

次期AGCC会議 ( 名鉄グランド）

青少年交換オリエンテーション
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公式訪問・行事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

日 曜
地域社会の経済発展月間・米山月間

岐阜東濃グループ　IM 

岐阜西濃グループ　公式訪問・IM

運営会議 /諮問委員会 /ＡＧ・ＣC会議
(名鉄グランド）

中勢・伊賀グループ　IM

桑員グループ　公式訪問・IM

濃飛グループ　IM

R財団研修ｾﾐﾅｰ( 岐阜グランド）

会員増強セミナー (岐阜グランド）

東海北陸道グループ　ＩＭ

日本伝統文化体験研修

2023-2024年度　行事予定表（上半期）

職業奉仕セミナー (ホテルグリーンパーク津）
米山ナイト（名鉄グランド）

ロータリー財団学友会・クリスマス会



グル
ープ

ガバナー
補佐 クラブ名 クラブ会長 クラブ幹事 クラブ研修リーダー 例会

曜日 点鐘 例 会 場

桑 　 　 名 The Funatsuya(ザ　フナツヤ）

THE KASUGA （ザ・カスガ）

ホテル花水木

レストランＲＯＣＣＡ

都ホテル四日市３Ｆ

四日市大学　6号館5Ｆ　交流サロン

都ホテル四日市３Ｆ

四日市シティホテル４Ｆ

四日市シティホテル３Ｆ

鈴鹿商工会議所４Ｆ

鈴鹿商工会議所４Ｆ

鈴鹿ｻｰｷｯﾄﾎﾃﾙ　ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ1

亀山商工会館２Ｆホール

鈴鹿商工会議所４Ｆ

ホテル津センターパレス

ヒルホテルサンピア伊賀

名張産業振興センター１Ｆ

ホテル津センターパレス

富士ﾌｲﾙﾑﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱三重支社４Ｆ会議室

ヒルホテルサンピア伊賀

久居グリーンホテル

名張産業振興センター   内

旧桑名三重信用金庫日野町支店３Ｆ

松阪商工会議所３Ｆ　

注⑤　新宮信用金庫熊野支店３Ｆ・みどりや

尾鷲商工会議所３Ｆ

フレックスホテル

伊勢商工会議所４Ｆ中ホール

鳥羽商工会議所2Ｆ　特別会議室

伊勢商工会議所４Ｆ中ホール　

注⑦　Hotel&Resorts ISE-SHIMA・㈱賢島宝生苑

伊勢商工会議所４Ｆ中ホール

伊勢シティホテル２Ｆ

月

水

金

木

木

火

金

水

月

水

火

木

月

水

水

火

月

火

木

木

月

水

水

月

木

水

木

火

水

木

火

金

水

水谷　文人

丹羽　隆史

石井　清夫

田中　稔子

山﨑　長徳

橋本　　浩

早川　昌彦

水谷　洋信

岡本　文浩

清水　啓子

江藤　隆仁

森田　英治

川森　浩司

大泉　源道

加瀬　久照

山本　禎昭

川口　佳秀

今西　孝彰

東　　和生

長谷川真嗣

中川　信之

市川　 裕規

中川　哲夫

西川　直樹

大崎　順敬

西　　謙一

山下　茂紀

大隅　　守

中村　正人

中西　　猛

向井　澄子

竹中　　徹

村田　春喜

水越多加夫

佐藤　成剛

加藤　真悟

清水　啓史

森　　信夫

石山　　純

木下　俊雄

山田　元樹

金津　史和

宮﨑　城治

眞弓　純一

磯部　弘生

伊藤健一郎

永戸　　潤

中垣内良紀

福森　直樹

森本　　宏

吹戸　研一

北岡　伸之

西口　和成

赤木　邦男

中野　篤志

高柳　　稔

中西　玉美

山口　哲生

金子　修司

丹羽　　崇

中瀬　一仁

村瀬　敬一

山 口 　 晃

柴原　行正

加藤　確春

前田　圭子

松原　正紀

後藤　昭夫

水谷真奈美

水 谷 　 茂

種橋　潤治

橋 本 　 浩

多 田 　 望

伊藤　友一

田中　清平

小牧　智之

勇　理維子

宮﨑　弘夫

村山　竹則

小 林 　 満

村瀬　勝彦

廣澤　浩一

小川　貴司

栗 田 　 明

乙部　公裕

伊藤　泰載

久世　表士

生田　亮司

中川　哲夫

竹内　秀樹

齋藤　友紀

坪井　常弘

福本　和也

宇治土公貞尚

林 　 巧

佐 藤 　 薫

出口　勝美

木村　健一

西本　郁男

12:30

注 ①

12:30

19:00

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

18:30

18:30

19:00

12:30

12:30
注 ②

12:30

12:30

1

注 ④

12:30

注 ⑨

12:30

12:30

12:30
19:00
12:30
注 ⑥

桑 名 西

桑 名 中 央

桑 名 北

四 日 市

四 日 市 北

四 日 市 西

四 日 市 南

四 日 市 東

鈴 　 　 鹿

鈴 鹿 西

鈴 鹿 ベ イ

亀 　 　 山

鈴 鹿 シ テ ィ

津

上 　 　 野

名 　 　 張

津 　 　 南

津 　 　 北

上 野 東

久 　 　 居

名 張 中 央

松 　 　 阪

松 阪 東

熊 　 　 野

尾 　 　 鷲

松 阪 山 桜

伊 　 　 勢

鳥 　 　 羽

伊 勢 南

志 　 　 摩

伊 勢 中 央

伊 勢 度 会

桑
員
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
四
日
市
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
鈴
鹿
・
亀
山
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
中
勢
・
伊
賀
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
　
松
阪
・
東
紀
州
グ
ル
ー
プ
　
　
伊
勢
・
鳥
羽
・
志
摩
グ
ル
ー
プ

辻
原

宣
和

川
原
　
直
美

増
田

　

肇

平
野

泰
治

伊
藤

嘉
恭

藤
岡

傳
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注①　第1・3・5週　12：30～　第2・4週　18：00～ 注⑤　例会の時間・会場は、その都度午前中に事務局にお問い合わせください。
注②　第5週のみ　18：30～ 注⑥　第1・3・4・5週　12：30～　第2週　19：00～
注④　第1・2・4週　12：30～　第3・5週　18：00～ 注⑦　第1週　Hotel&Resorts ISE-SHIMA　　第2～5週　㈱賢島宝生苑

注⑨　第1週 18:30～ 第2・3・4週　12:30～ 第5週 休会

19:00

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

第2630地区クラブ一覧表（三重県）

12:30



事務所所在地 事務所ＴＥＬ 事務所FAX Ｅ－ｍａｉｌ

511-0068 桑名市中央町3－23　桑名シティホテル２F

511-0068 桑名市中央町3－23　桑名シティホテル４F

511-0068 桑名市中央町3－23　桑名シティホテル４F

511-0068 桑名市中央町3－23　桑名シティホテル４F

510-0075 四日市市安島1－3－38　都ホテル四日市２Ｆ

512-8512 四日市市萱生町1200　四日市大学6号館5F6504号室

510-0075 四日市市安島1－3－38　都ホテル四日市２Ｆ

510-0086 四日市市諏訪栄町7－28　四日市シティホテル５Ｆ

510-0086 四日市市諏訪栄町7－28　四日市シティホテル２Ｆ

513-0802 鈴鹿市飯野寺家町816　鈴鹿商工会議所３Ｆ

513-0802 鈴鹿市飯野寺家町816　鈴鹿商工会議所３Ｆ

510-0201 鈴鹿市稲生町7992　鈴鹿サーキットホテル内

519-0124 亀山市東御幸町39－8　亀山商工会館３Ｆ

513-0809 鈴鹿市西条4-20　ギャラリーオカトモ１０２

514-0033 津市丸之内29-14　津商工会議所４F

518-0873 伊賀市上野丸之内500　ハイトピア伊賀３Ｆ

518-0729 名張市南町822－2　名張産業振興センター４Ｆ

514-0027 津市大門７－１５　津センターパレス３Ｆ

514-8578 津市栄町1－817　富士ﾌｲﾙﾑﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱三重支社内

518-0809 伊賀市西明寺2756-104　ヒルホテルサンピア伊賀内

514-1122 津市川方町928－1　久居グリーンホテル別館３Ｆ３５１号室

518-0729 名張市南町822－2　名張産業振興センター４Ｆ

515-0084 松阪市日野町585－2　

515-0014 松阪市若葉町161－2　松阪商工会議所３Ｆ

519-4324 熊野市井戸町349-1　熊野市林業会館内

519-3617 尾鷲市野地町１２－３７

515-0019 松阪市中央町36-18　フレックスホテル１Ｆ

516-0037 伊勢市岩渕1－7－17　伊勢商工会議所４Ｆ

517-0022 鳥羽市大明東町1－7　鳥羽商工会議所２Ｆ

516-0037 伊勢市岩渕1－7－17　伊勢商工会議所４Ｆ

517-0501 志摩市阿児町鵜方3112-1　マルールビル2Ｆ

516-0037 伊勢市岩渕1－7－17　伊勢商工会議所２Ｆ

516-0073 伊勢市吹上1－11－31　伊勢シティホテル３Ｆ

0594-24-2244

0594-21-6253

0594-22-9878

0594-27-2800

059-353-1616

059-363-0456

059-353-0349

059-353-2233

059-355-1645

059-382-4624

059-383-7077

059-379-2484

0595-83-2625

059-381-2630

059-228-0243

0595-24-3100

0595-63-1338

059-225-2373

059-229-2097

0595-24-4650

059-255-1234

0595-63-9834

0598-22-3322

0598-52-0851

0597-85-2110

0597-22-7038

0598-52-6555

0596-23-2212

0599-25-6039

0596-28-2560

0599-43-6355

0596-27-0072

0596-22-7727

0594-24-6969

0594-24-6253

0594-22-9889

0594-27-2801

059-353-1600

059-363-0483

059-352-7873

059-353-2243

059-355-2400

059-382-2216

059-383-0501

059-379-2770

0595-82-8077

059-381-2631

059-228-0283

0595-24-6292

0595-63-8163

059-213-6175

059-229-2282

0595-24-4656

059-255-1238

0595-64-6951

0598-22-3323

0598-51-8129

0597-85-2118

0597-22-7038

0598-52-6556

0596-27-2220

0599-26-4588

0596-24-3736

0599-43-6256

0596-27-5996

0596-22-7757

rotary@kuwana.ne.jp

w-rc@kuwana.ne.jp

kchuo-rc@hb.tp1.jp

kuwana-n@alpha.ocn.ne.jp

yrc@poem.ocn.ne.jp

ynrc@vega.ocn.ne.jp

ywrc@pure.ocn.ne.jp

ysrc07@yahoo.co.jp

office@yerc.org

suzukarc@mecha.ne.jp

info@rotary-suzuka-west.org

office@suzukabay-rc.org

kameyama@aqua.ocn.ne.jp

suzuka@city-r.net

tsurc@quartz.ocn.ne.jp

ueno-rc@ict.ne.jp

nabarirc@e-net.or.jp

src.tsu@dream.ocn.ne.jp

info@tsu-north-rc.com

u-eastrc@ict.ne.jp

hisai-rc@ztv.ne.jp

nachuorc@nava21.ne.jp

mrc@sirius.ocn.ne.jp

ma-erc@ma.mctv.ne.jp

kumanorc@sirius.ocn.ne.jp

owase-r@az-s.com

myrc@email.plala.or.jp

oiserc0425@zb.ztv.ne.jp

tobarc@poplar.ocn.ne.jp

ises-rc@trust.ocn.ne.jp

shima.rc@abeam.ocn.ne.jp

isechuo@amigo2.ne.jp

iw-rc@arion.ocn.ne.jp
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第2630地区クラブ一覧表（三重県）



グル
ープ

ガバナー
補佐 クラブ名 クラブ会長 クラブ幹事 クラブ研修リーダー 例会

曜日 点鐘 例 会 場

都ホテル岐阜長良川

都ホテル岐阜長良川

岐阜グランドホテル

都ホテル岐阜長良川

都ホテル岐阜長良川

岐阜グランドホテル

都ホテル岐阜長良川

ホテルグランヴェール岐山

ホテルグランヴェール岐山

岐阜グランドホテル

都ホテル岐阜長良川

大垣フォーラムホテル

大垣フォーラムホテル

コミュニティホール　サン・プラスパ

西松亭

大垣西濃信用金庫垂井支店２Ｆ

大垣フォーラムホテル

大垣フォーラムホテル

大垣フォーラムホテル

大垣フォーラムホテル

多治見市産業文化センター４Ｆ

中津川商工会議所３Ｆ

瑞浪商工会議所２Ｆ

倶楽部いち川

セラトピア土岐4F商工会議所多目的室

多治見市産業文化センター3Ｆまたは４Ｆ

パルティールAI

多治見市産業文化センター４Ｆ

美濃緑風荘

各務原市産業文化センター２Ｆ

大垣共立銀行関支店２Ｆ

㈱八幡建設２Ｆ

関観光ホテル

白鳥町農業指導研修センター２Ｆ

高山信用金庫３Ｆ大会議室

㈱水明館

大垣共立銀行高山支店４Ｆ

シティホテル美濃加茂

グリーンキャロット　リバーサイド

ひだホテルプラザ

金

月

土

水

火

木

火

金

金

月

水

水

火

火

火

木

注④

月

木

月

水

木

金

火

月

木

月

火

金

注③

火

木

木

水

木

火

金

金

木

月

村瀬　幸雄

山田　武志

杉本　三男

林   隆行

藤吉　一郎

松波　和寿

吉川　康彦

藤井　達郎

平松　洋一

田口　真也

堀江　大典

今川　喜章

浅野総一郎

廣瀬　　功

柳原　望成

脇田　尚典

河合　伸泰

清　　正光

上村　聖二

藤井　慎哉

河地　勝彦

安藤　正樹

熊谷　隆男

髙木　良直

曽根　信司

田中登志男

郷原　基幸

箕浦　浩久

北村　　建

松井　雅史

大澤　竜一

三原　慎也

森 　 敬

松森　正和

北川　由幸

前野　　智

下屋勝比古

西田　逸夫

村瀬　　毅

岩本　正樹

岐 阜

岐 阜 西

岐 阜 長 良 川

岐 阜 北

岐 阜 中

岐 阜 南

岐 阜 東

岐 阜 東 南

岐 阜 加 納

岐 阜 エ ト ス

岐 阜 城

大 垣

大 垣 西

本 巣

羽 島

不 破

大 垣 中

大垣センチュリー

岐 阜 淡 墨

岐阜サンリバー

多 治 見

中 津 川

瑞 浪

恵 那

土 岐

多 治 見 西

中津川センター

多治見リバーサイド

美 濃

各 務 原

関

郡 上 八 幡

関 中 央

郡 上 長 良 川

高 山

下 呂

高 山 西

美 濃 加 茂

可 児

高 山 中 央

國井　重宏

早瀬　将賜

杉山　順一

近藤　祐司

吉田　茂生

竹腰　大介

菅原　寛之

髙橋　圭司

後藤　政英

瀬尾　貴政

長屋　貴之

𠮷安　好弘

田中　利直

桑 原 　 脩

佐溝　勝樹

吉田　芳明

稲川万規臣

伊藤　和宣

棚瀬　友啓

河 合 　 蘭

大島　靖生

大鋸　伸行

水野　昌樹

河野　裕仁

安 江 　 努

伊藤　正雄

二村　国彦

茂木　邦彦

佐藤　隆司

小島　博彦

粟倉　晋吾

西 村 　 肇

石原　妙生

佐藤　備子

下畑　了三

小池二三春

塚本　直人

水谷　美紀

佐 伯 　 景

長瀬栄二郎

佐々木　淳

永野　淳也

市原登志徳

岡田一二三

渡辺　成洋

水野　辰博

安田　達雄

小川　光明

豊田　真弘

杉江　正光

正村　一人

浅野　圭一

安藤　光男

加藤　伸明

岩田　勝美

北村　久幸

原 　 正 昭

吉田眞砂子

野村　信行

片野國太郎

土本　公彦

長野　和夫

髙木　辰雄

渡邉　敏夫

小木曽順務

森田　宏治

堀井　弘之

澤田　哲郎

西 村 　 進

松久　茂彦

古田　貴巳

野田三津雄

西田　健一

小島　正則

洲岬　孝雄

森本　繁司

遠藤　隆浩

大野　博文

加藤　敬司

清水　幸平

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

18:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

注 ①

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

19:30

12:30

12:30

18:30

注 ②

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

12:30

岐
阜
A
グ
ル
ー
プ

岐
阜
B
グ
ル
ー
プ

岐
阜
西
濃
グ
ル
ー
プ

岐
阜
東
濃
グ
ル
ー
プ

東
海
北
陸
道
グ
ル
ー
プ

濃
飛
グ
ル
ー
プ
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石
井
　
亮
一

岡
部
　
賢
明

山
田
　
彰

中
村
　
一

丸
山
　
充
信

渡
邉
　
剛

注①　第1・3週　18:30 ～　第2・4・5週　12:30～
注②　6月～9月末まで19:00 ～20:00に変更　他の月は通常通り18:30
注③　第2・第4　水曜日

注④　第1・2・4週　金曜日

第2630地区クラブ一覧表（岐阜県）



事務所所在地 事務所ＴＥＬ 事務所FAX Ｅ－ｍａｉｌ

500-8727 岐阜市神田町2丁目　岐阜商工会議所３Ｆ

500-8727 岐阜市神田町2丁目　岐阜商工会議所３Ｆ

500-8727 岐阜市神田町2丁目　岐阜商工会議所３Ｆ

500-8727 岐阜市神田町2丁目　岐阜商工会議所３Ｆ

500-8727 岐阜市神田町2丁目　岐阜商工会議所３Ｆ

500-8727 岐阜市神田町2丁目　岐阜商工会議所３Ｆ

500-8727 岐阜市神田町2丁目　岐阜商工会議所３Ｆ

500-8727 岐阜市神田町2丁目　岐阜商工会議所３Ｆ

500-8727 岐阜市神田町2丁目　岐阜商工会議所３Ｆ

500-8358 岐阜市六条南2-12-15　インラック株式会社内

500-8727 岐阜市神田町2丁目　岐阜商工会議所３Ｆ

503-0803 大垣市小野4丁目35-10　大垣市情報工房４Ｆ

503-0803 大垣市小野4丁目35-10　大垣市情報工房４Ｆ

501-0204 瑞穂市馬場春雨町1丁目44　アーバン藤１０５号

501-6255 羽島市福寿町浅平3－106　羽島市いきいき元気館３Ｆ

503-2121 不破郡垂井町1856－1

503-0803 大垣市小野4丁目35-10　大垣市情報工房４Ｆ

503-0803 大垣市小野4丁目35-10　大垣市情報工房４Ｆ

501-0222 瑞穂市別府1294-1　松野ビル２F

503-0654 海津市海津町高須442

507-0831 多治見市新町1－23　多治見市産業文化センター４Ｆ

508-0045 中津川市かやの木町1－20　中津川商工会議所３Ｆ

509-6121 瑞浪市寺河戸町1043－2　瑞浪商工会議所２F

509-7203 恵那市長島町正家1－5－11　恵那商工会議所２F

509-5121 土岐市土岐津町高山４番地　セラトピア土岐４Ｆ

507-0831 多治見市新町1－23　多治見市産業文化センター４Ｆ

508-0045 中津川市かやの木町1－20　中津川商工会議所３Ｆ

507-0831 多治見市新町1－23　多治見市産業文化センター４Ｆ

501-3743 美濃市上条78－7　美濃商工会議所３Ｆ

504-0912 各務原市那加桜町2－186　各務原市産業文化センター５Ｆ

501-3874 関市平和通7-10-25　アメリア２F

501-4221 郡上市八幡町小野67　㈱八幡建設２Ｆ

501-3217 関市下有知1655-1　山田ビル1階D室

501-5121 郡上市白鳥町白鳥47－12　白鳥町農業指導研修センター２Ｆ

506-0841 高山市下三之町136　十六銀行高山支店２Ｆ

509-2207 下呂市湯之島801－2　下呂温泉旅館会館３Ｆ

506-0026 高山市花里町3‐33‐3　大垣共立銀行高山支店３F

505-0041 美濃加茂市太田町2565－1　シティホテル美濃加茂２Ｆ

509-0214 可児市広見1-5　可児市総合会館２Ｆ

506-0011 高山市本町1-2　飛騨信用組合本町サテライト出張所３Ｆ

058-264-9235

058-264-9235

058-264-9235

058-264-9235

058-264-9235

058-264-9235

058-264-9235

058-264-9235

058-264-9235

058-216-0353

058-264-9235

0584-82-5200

0584-82-5200

058-201-7070

058-392-2888

0584-23-4514

0584-82-5200

0584-82-5200

058-329-2630

0584-53-4350

0572-25-5100

0573-66-9933

0572-67-1754

0573-25-9888

0572-54-8426

0572-25-5100

0573-66-7301

0572-25-5100

0575-33-4959

058-382-4649

0575-22-9332

0575-67-0314

0575-24-7332

0575-82-3822

0577-32-5420

0576-24-1620

0577-34-3988

0574-25-2824

0574-63-1001

0577-36-0730

058-266-4753

058-266-4753

058-266-4753

058-266-4753

058-266-4753

058-266-4753

058-266-4753

058-266-4753

058-266-4753

058-214-2684

058-266-4753

0584-74-4541

0584-74-4541

058-201-7071

058-391-2260

0584-22-5895

0584-74-4541

0584-74-4541

058-329-2631

0584-53-3186

0572-25-5101

0573-66-8766

0572-67-2825

0573-25-9889

0572-54-2223

0572-25-5101

0573-65-6960

0572-25-5101

0575-33-4959

058-382-4719

0575-22-9977

0575-67-0005

0575-23-5278

0575-82-5191

0577-35-2347

0576-25-6632

0577-34-1906

0574-28-2575

0574-63-1004

0577-36-1488

office@gifu-rc.jp

gifuwest@vesta.ocn.ne.jp

nagararc@ccom.or.jp

info@gifukita-rc.org

info@gifunaka.com

gfs-rc@ccom.or.jp

gifu-east.rc@alato.ne.jp

gifu-tonan@ccom.or.jp

kanou-rc@ccom.or.jp

gifu.ethos@gmail.com

gifu-castle.rc@alato.ne.jp

ogaki4rc@helen.ocn.ne.jp

ogaki4rc@helen.ocn.ne.jp

motosurc@nifty.com

hashimar@ccn3.aitai.ne.jp

fuwarc@par.odn.ne.jp

ogaki4rc@helen.ocn.ne.jp

ogaki4rc@helen.ocn.ne.jp

usuzumi@estate.ocn.ne.jp

sunriver@okbnet.ne.jp

t-rc@joy.ocn.ne.jp

n-rc@takenet.or.jp

m-rotary@luck.ocn.ne.jp

ena@rotary.enat.jp

toki2rc@arion.ocn.ne.jp

n-rc@joy.ocn.ne.jp

info@2630ncrotary.org

r-rc@joy.ocn.ne.jp

mino-rc@yacht.ocn.ne.jp

info@kakamigahara-rc.jp

seki-rc@abelia.ocn.ne.jp

rc-8man@abeam.ocn.ne.jp

sekichuo@hyper.ocn.ne.jp

gsrc@abelia.ocn.ne.jp

ty-rc@alto.ocn.ne.jp

gero-rc@proof.ocn.ne.jp

twrc2630@circus.ocn.ne.jp

minokamo@viola.ocn.ne.jp

rotary@kani.or.jp

jimu@takayamacrc.jp

19Governor’s Monthly Letter 2023 Jul. Vol.1

第2630地区クラブ一覧表（岐阜県）



20 Governor’s Monthly Letter 2023 Jul. Vol.1

活動事業報告

　去る 5 月 13 日 ( 土 ) 岐阜グランドホテルにおきまして、2023
年次期会員増強研修セミナーが開催されました。
　このセミナーは毎年 5 月、次年度に向けまして増強の活動方針
を研修して頂くものです。本年は次期の会長、幹事、増強委員長
に加え、DEI 推進の観点から女性会員、また新会員の皆様にも出
席をお願いし、会員 232 名、特別出席者、地区役員、ガバナー補佐、
増強関連委員等 35 名、合計 267 名という大変多くの出席者にて
開催されました。
　今回は特別講師に、国際ロータリー第２地域ロータリーコー
ディネーター・甲府ロータリークラブ・野口英一様をお迎えして、
『会員増強・維持のための「行動計画」と「DEI」について』とい
う演題で、ロータリアンにとって非常に重要な本筋を細かく、わ
かりやすくお話頂きました。
　その後 6 クラブの増強事例発表も行われ、各クラブそれぞれの
運営方法や、活動の仕方に皆さん興味深く反応され、大変参考に
なったご様子でした。
　最後に篠原ガバナーエレクトから「次年度の増強に望むこと」
という演題でお話頂き終了の運びとなりました。
　昨今の会員減少の現状を鑑み、各クラブとも御苦労されている中、少しでもこのセミナーが参考
になりクラブの活性化が図られることを願いたいと思います。

2023 年次期会員増強研修セミナー開催
2022-23 年度 会員増強委員会　委員長  中村　薫　( 鈴鹿 RC)

　５月１４日（日）に大垣フォーラムホテルで開催い
たしました。高橋ガバナー、篠原ガバナーエレクトを
はじめ特別出席者の方、そして３１インターアクトク
ラブ顧問教師、提唱ロータリークラブの皆様方１００
人余りのご参加をしていただきました。インターアク
トクラブの活動ベースは、高校キャンバスとその地域
になりますので、顧問教師の皆様との交流を図る貴重
な機会となります。
　高橋ガバナーのご挨拶の中で、第 2630 地区インター
アクトクラブ数が全国でもトップの活動がされている

とのことでした。これからもより一層の青少年育成プログラムに取り組まなければと感じていま
す。コロナ禍で中断となっていた韓国第３６００地区交換学生
派遣事業の開催をいたします。また、上野ロータリークラブ山
本会長エレクトより韓国学生を交えた第４６回年次大会を８月
１日（火）に伊賀白鳳高校・上野高校ホストで、「忍者の里」伊
賀市で開催をするとの発表がありました。
　その後は、ロータリアンと顧問教師が４グループに分かれグ
ループディスカッションが行われ、現状の課題などを話しあい、
他校との交流も含めたいへん有意義な時間を持つことが出来ま
した。 
　今後とも未来を担うインターアクトクラブの育成にご支援ご
協力の程よろしくお願いいたします。

インターアクト教師部会
インターアクト委員会 委員長 今津　美憲（岐阜サンリバー RC）
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　岐阜加納ロータリークラブは、5月20日（土）17時より岐阜グラ
ンドホテルにおいて岐阜市長柴橋様、高橋ガバナー様をはじめ多
くの来賓の皆様そして会員とパートナー総勢 120 名のご出席をい
ただき盛大に開催することが出来ました。
　式典は例会方式、点鐘に始まり点鐘で終えた。初めに熊田会長
より今日を迎えられたことへの諸先輩や会員の方々への感謝を述
べられた後これからも「奉仕の理念」を胸に皆

様に愛され尊敬されるロータリークラブであり続け 50 周年、75 周年と邁進し
ていく所存である決意を述べられた。市長様・ガバナー様から長い間奉仕活動
を続けられていることへの感謝とお褒めの言葉をいただきました。
　その後、実行委員長より 41 年から 45 年の大きな事業報告 43 年に岐阜市内
クラブでは初めてのグローバル補助金事業活用で「タイのクラビ病院に生命維
持と気道確保」と題して初期救急医療機器を寄贈したこと。44 年には地区補助
金とクラウドファンディングの活用と会員の寄付による「中山道加納宿まちづ
くり交流センター内」に和傘の飾りつけ・加納城のジオラマ・加納の文化を伝

えるビデオを寄贈した報告をしたのち 45 周年記念事業として日本児
童育成園様にオリンピック種目にもなった「屋外ボルダリング器具 1
式」を寄贈した発表がありました。
　記念例会終了後、会場を隣に移動して祝宴を開宴しました。記録に
も記憶にも残る周年にしたいとの思いから食事を召し上がりながら
「Mr. マリックさんの超魔術ショー」を楽しんでいただきつつがなく周
年を終えることが出来ました。

岐阜加納 RC　創立 45 周年記念式典
創立 45 周年記念事業実行委員会 委員長 沢田　誠 （岐阜加納 RC）

　名張 RC は本年が創立 60周年の節目となるた
め、5月20日（土）に記念例会を行いました。
　本例会には高橋ガバナー、篠原ガバナーエレ
クトを始めとしたロータリー関係者の皆様や、
名張市長を始めとした地域の各界の皆様など全
112 名の皆様にご参加いただきました。
　今回の記念例会に先立ち、我々はコロナ禍で
暗然とした名張市民の皆様に音楽で活力を取り
戻してもらおうと考え、世界的ミュージシャン
である渡辺貞夫さんのコンサートを記念事業と
して行いました。そのコンサートの収益金の一
部を青少年育成のために名張市へ寄付すること
とし、本例会にて名張市長に目録の贈呈を行い
ました。
　また、本例会のメインとして、ロータリーア

ンの大先輩で RI 理事もお務めになった茶道裏千家前家元の千玄室大宗匠にご講演をいただきました。
4月に 100 歳を迎えられた千大宗匠のお話はロータリーの話からご自身の戦争体験にまで及び、人生
の後輩の我々一人一人の心に響くものでした。
　これからも「超我の奉仕」の精神で地域社会の発展に寄与する活動の実践を名張 RC メンバー全員
で誓い、盛会のうちに例会を終えました。

名張 RC創立 60 周年記念例会
名張ロータリークラブ会長　的場　敏訓

創立 60 周年記念事業実行委員長　亀井喜久雄
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　多治見西高等学校の生徒、熊澤千華子さん、水野裕斗くん、後藤柚
香さん、細江笑加さんの４人が２年生時の総合学習の時間に、タルト
の制作・販売することで、その売上金を支援団体に送り子どもたちへ
の教育支援に役立ててもらう目的ではじめた企画が、３年生時にも引
き継がれ、今回はスコーンを作り、貧困の子どもたちへの健康維持の
目的で販売、売上とその時募った募金を、ロータリークラブのどこか
に寄付できないかとエレクト事務所（当時）に相談を持ちかけられ、「そ

れではロータリーが目指しているポリオ撲滅に寄付したらどうですか？」と勧めた所、学校側も快諾され、篠原ガバナー
（当時ガバナーエレクト）に寄付金が贈呈されました。わずか４人ではじめた善意の行動が、２年の歳月をかけ、ポリオ
で苦しんでいる世界の子どもたちを救う力になることは、僅かな金額でもその気持ちはとても尊いことだと思います。
こうした小さなことでも、大きな力になることをうれしく思います。多治見西高有志の４人、本当にありがとうござい
ました。（ガバナー事務所　事務局長　河人　宗寿）

４人の善意がポリオのない世界へ
ガ バ ナ ー 事 務 所 だ よ り

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

地区役員引継会
6月10日（土）名鉄グランドホテルにて国際ロータリー第 2630 地区の役員引継ぎ式が行われました。

　日頃より青少年交換プログラムにご理解を賜り誠に有難うございます。今回、当委員会が主催、
また参加する宿泊型研修について投稿させていただきます。
　宿泊を伴う研修は４種類あり、IBS、OBS 全員が参加する研修は３種類で、両者に日本の文化を
より知ってもらうため、10 月頃に「日本文化体験研修①（作陶・茶道体験）」、5 月頃に「日本文
化体験研修②（坐禅体験）」を開催しています。そして、次年度に留学を希望する OBS、日本に来
日している IBS、そして過去に交換留学を経験した ROTEX を対象に「国際ロータリー交換学生ス
キーの集い in 白馬（2023 年は９地区が参加）」が交流を目的に白馬 RC の主催で３月に開催され、
毎年参加しています。４種類目の研修は、4月に IBS を対象に、広島 / 姫路 / 大阪の名所を巡る
「Spring Tr ip」を毎年開催しています。
　青少年交換プログラムに参加する学生は、１年を通してのオリエンテーション、また様々な宿
泊型研修に参加し、多くの体験をする事により、OBS は視野を拡げ今後の海外留学がより楽しみ
になり、IBS は日本の文化や風習に触れ多くの人とディスカッションをする事でより日本を理解す
る事ができると思います。それぞれの研修を写真でご紹介させていただきます。

青少年交換伝統文化体験研修
青少年交換委員会　委員長　平田　芳久　（四日市 RC）

【10月　日本文化体験研修①　作陶・茶道体験】【10月　日本文化体験研修①　作陶・茶道体験】 【３月　交換学生によるスキー研修】【３月　交換学生によるスキー研修】【５月　日本文化体験研修②　坐禅体験】【５月　日本文化体験研修②　坐禅体験】 【４月IBS Spring Trip 広島/姫路/大阪】【４月IBS Spring Trip 広島/姫路/大阪】

2022-23 年度
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地区チーム研修セミナー地区チーム研修セミナー
2023年2月26日（日）　名鉄グランドホテル2023年2月26日（日）　名鉄グランドホテル

新年度までの歩み

会長エレクト研修セミナー会長エレクト研修セミナー
2023年3月26日（日）　名鉄グランドホテル2023年3月26日（日）　名鉄グランドホテル

地区研修・協議会地区研修・協議会
2023年4月15日（土）　バロー文化ホール2023年4月15日（土）　バロー文化ホール
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国際ロータリー第2630地区 会員数報告

桑 　 　 名
桑 名 西
桑 名 中 央
桑 名 北

四 日 市
四 日 市 北
四 日 市 西
四 日 市 南
四 日 市 東

鈴 　 　 鹿
鈴 鹿 西
鈴 鹿 ベ イ
亀 　 　 山
鈴 鹿 シ テ ィ

　 　津
上 　 　 野
名 　 　 張
津 　 　 南
津 　 　 北
上 野 東
久 　 　 居
名 張 中 央

松 　 　 阪
松 阪 東
熊 　 　 野
尾 　 　 鷲
松 阪 山 桜

伊 　 　 勢
鳥 　 　 羽
伊 勢 南
志 　 　 摩
伊 勢 中 央
伊 勢 度 会

グル
ープ ク ラ ブ

2023年5月分

■2022年5月（前年度）会員数報告

グループ計（4）

グループ計（5）

グループ計（6）

グループ計（9）

グループ計（8）

グループ計（6）

グループ計（6）

グループ計（5）

グループ計（5）

グループ計（5）

グループ計（6）

三重県合計（33）

岐阜県合計（40）
地 区 合 計（73）

グループ計（8）

例会数
会員数

期首 月末 増 減うち女性 うち女性

期首
三重県合計（33）
岐阜県合計（40）
地 区 合 計（73）

月末 増 減うち女性 うち女性

グル
ープ ク ラ ブ 例会数

会員数
期首 月末 増 減うち女性 うち女性

桑
　
員
　
　
　
　
　
　
四
　
日
　
市
　
　
　
　
　
鈴
　
鹿
・
亀
　
山
　
　
　
　
　
　
中
　
勢
・
伊
　
賀
　
　
　
　
　
　
　
　
松
阪
・
東
紀
州
　
　
　
　
　
伊
勢
・
鳥
羽
・
志
摩

2

4

3

3

3

3

3

4

4

4

4

2

4

4

4

4

4

4

3

3

3

3

4

4

3

4

3

4

4

3

4

3

3

1,313

1,720

3,033

102

72

174

1,325

1,748

3,073

101

75

176

71

82

153

59

52

111

36

24

25

27

112

86

18

72

31

33

240

72

29

12

14

60

187

59

34

36

42

51

33

25

17

297

76

66

31

11

38

222

48

28

41

44

48

16

225

1,283

35

28

29

31

123

90

23

74

31

32

250

68

28

12

13

59

180

63

35

39

44

53

37

29

20

320

78

71

37

11

39

236

51

31

42

43

44

16

227

1,336

0

0

1

6

7

2

4

4

4

0

14

10

7

0

0

2

19

0

2

1

2

4

2

1

2

14

0

12

5

2

3

22

0

3

4

14

0

4

25

101

0

1

3

6

10

2

5

4

4

0

15

10

7

0

0

2

19

1

2

1

2

4

2

3

2

17

0

14

5

2

3

24

0

3

5

12

0

4

24

109

1

4

4

6

15

12

5

2

1

0

20

1

1

1

0

2

5

9

1

4

2

5

4

5

3

33

2

6

6

0

2

16

4

3

4

3

0

0

14

103

2

0

0

2

4

8

0

0

1

1

10

5

2

1

1

3

12

5

0

1

0

3

0

1

0

10

0

1

0

0

1

2

1

0

3

4

4

0

12

50

岐
　
阜
　
A

岐
　
阜
　
B

岐
　
阜
　
西
　
濃

岐
　
阜
　
東
　
濃

東
　
海
　
北
　
陸
　
道

濃
　
飛

岐 阜
岐 阜 西
岐 阜 長 良 川
岐 阜 北
岐 阜 中

岐 阜 南
岐 阜 東
岐 阜 東 南
岐 阜 加 納
岐 阜 エ ト ス
岐 阜 城

大 垣
大 垣 西
本 巣
羽 島
不 破
大 垣 中
大垣センチュリー
岐 阜 淡 墨
岐阜サンリバー

多 治 見
中 津 川
瑞 浪
恵 那
土 岐
多 治 見 西
中津川センター
多治見リバーサイド

美 濃
各 務 原
　 関 　  
郡 上 八 幡
関 中 央
郡 上 長 良 川

高 山
下 呂
高 山 西
美 濃 加 茂
可 児
高 山 中 央

3

4

3

3

3

3

4

3

3

3

3

3

4

3

3

3

2

3

2

4

3

3

3

3

3

3

3

4

3

2

4

3

3

4

3

3

3

3

3

3

77

42

41

39

26

225

84

43

36

86

21

18

288

86

76

28

38

27

65

54

16

18

408

52

71

60

47

36

25

51

41

383

18

29

47

35

29

31

189

35

25

34

36

35

53

218

1,711

2,994

76

41

41

39

26

223

85

42

34

87

17

17

282

90

80

28

38

27

61

51

16

18

409

54

72

61

49

37

31

60

50

414

19

29

46

36

29

33

192

38

26

35

39

38

56

232

1,752

3,088

3

0

0

3

1

7

9

2

0

3

2

0

16

3

0

0

4

0

3

3

1

3

17

4

2

1

3

1

3

1

1

16

0

1

2

0

0

5

8

0

0

2

5

1

3

11

75

176

3

0

0

4

1

8

9

2

0

2

2

0

15

3

0

1

4

0

3

4

1

4

20

4

3

1

3

2

3

3

1

20

0

1

2

2

0

5

10

0

1

2

4

1

3

11

84

193

8

3

2

4

1

18

3

1

2

4

1

0

11

6

5

2

3

2

1

1

1

1

22

8

3

3

6

3

6

9

9

47

1

1

1

3

0

2

8

4

1

3

7

3

4

22

128

231

9

4

2

4

1

20

2

2

4

3

5

1

17

2

1

2

3

2

5

4

1

1

21

6

2

2

4

2

0

0

0

16

0

1

2

2

0

0

5

1

0

2

4

0

1

8

87

137
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ガバナー月信　表紙説明

岐阜北RC

河村尚江
2023.5.10 入会
インテリアファッション

デザイン

天川和洋
2023.5.10 入会
防水塗装工事

岐阜北RC

大野　寛
旭日双光章

久居RC

河田菊夫
2023.5.12 入会
ソフトウェア開発

岐阜加納RC

戎　元汰
2023.5.23 入会
土木工事業

四日市北RC

竹中秀幸
2023.5.24 入会
機械部品製造

大垣RC

川口哲也
2023.5.10 入会

ガス供給

津RC

森井英行
2023.5.8 入会
菓子製造

久居RC

加藤 健一
2023.5.8 入会
生命保険

岐阜西RC

細井隆元
2023.5.24 入会
プラスチック加工

大垣RC

小林 俊亮
2023.5.17 入会

証券業

多治見RC

小野 裕司
2023.5.11 入会
グラフィックデザイン

多治見西RC

三輪 貴生
2023.5.21 入会
保険代理業

多治見西RC

松本晋哉
2023.5.24 入会

木工

大垣RC

野原謙太郎
2023.5.24 入会
電気部品製造

大垣RC

大崎哲也
2023.5.1 入会

生活環境管理サービス

名張RC

三好 晴之
2023.5.10 入会

普通銀行

多治見RC

会員動静報告（敬称略）

2023 年５月分
受　賞

入会会員

入会会員

入会会員

大野利也

岐阜東RC

2010.  1.12 入会
2023.  5.07 逝去
2019年 米山功労者

瑞浪RC

伊藤友一
1995.  3.10 入会
2023.  5.22 逝去
2013-14年度会長

マルチプル
ポール・ハリス・フェロー

加藤　栄

土岐RC

1991.10.28 入会
2023.  5.22 逝去

マルチプル
ポール・ハリス・フェロー2

逝去会員 謹んでご冥福をお祈り申し上げます

田中良幸

大垣RC

岐阜県各界功労者
表彰

大垣西RC

川上孝浩
岐阜県各界功労者

表彰

　鎌倉時代末期創建（1313 年）の臨済宗の古刹虎渓山永保寺には、
国宝建造物の「国宝観音堂」（1314 年建立）、「国宝開山堂」（1352
年建立）があります。国指定名勝庭園も有する永保寺では、「国宝観
音堂」にて、“禅ウエディング” と称して仏前結婚式を催しています。
　表紙の写真もこの 5 月の佳き日に行われた「永保寺国宝結婚式」の
模様です。司婚師にロータリアン和尚（多治見リバーサイドＲＣ）、
新郎はロータリアン（多治見西ＲＣ）のご子息、新婦はロータリー財
団奨学生学友（台北東海ＲＣ）、新婦の母もロータリー米山奨学生学
友（東大阪ＲＣ）と、ロータリーファミリーによる結婚式でした。
　「心字池」に架かる「無際橋」を渡り、「国宝観音堂」に入堂して、
御本尊「聖観世音菩薩」に永遠の愛を誓われました。

「永保寺国宝結婚式」



2023-2024年度　地区事務所・ガバナー事務所・地区大会事務所　案内

地 区 事 務 所

ガバナー事務所
地区大会事務所

〒500-8212　岐阜県岐阜市日野南３-５-16 執務時間 9 :30~17:30
（土・日・祝日　休務）

執務時間 10:00~16:00
（土・日・祝日　休務）

TEL 058-248-9724　FAX 058-248-9725　E-mail : branch@rid2630.org
〒507-0036　岐阜県多治見市田代町３-２１-１
TEL 0572-56-2630　FAX 0572-56-2631　
E-mail : 2324@rid2630.org　　　　（ガバナー事務所）
E-mail : 2324taikai@rid2630.org　（地区大会事務所）

2022-2023 年度  地区代表幹事　山岡利安 ( 岐阜 RC)

　5月 27日（土）～29日（月）までオーストラリア、メルボルンにて 4年ぶりにフルスペックで開
催されました RI 国際大会に参加してきました。正式発表はまだされていませんが、登録者総数は
およそ 12,500名、日本からは1,500名程だったそうです。当地区からは高橋ガバナー夫妻を始め、
篠原エレクト、浦田直前ガバナー、亀井ノミニー夫妻、その他各クラブより計 28 名が参加しました。
　テニスの全豪オープン決勝を行うロッド・レーバー・アリーナで開催されました開会本会議（オー
プニングセレモニー）では、世界約 200の国と地域の国旗入場から始まり、ジェニファー・ジョー
ンズ RI 会長をはじめ数々のスピーチ、ショーの演出、とても素晴らしい設営でした。友愛の家も
各国の多くのロータリーメンバーで溢れ、インターナショナルなロータリーを感じました。28 日
（日）夜には当地区のガバナーナイトが設営され、35 階からの素晴らしい夜景を見渡しながらの懇
親会、ピアノ演奏もありとても盛り上がりました。
　ビッグデリゲーション ( 団体 ) を組んでいただいた名張ロータリークラブをはじめ、参加された各
クラブの皆さん有難うございました。来年はシンガポールです。多くの皆様のご参加をお待ちして
います。　

RI 国際大会 in メルボルン 参加報告
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